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ョ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
と
国
内
的
救
済
原
則

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
よ
っ
て
、

一

、

は

し

が

き

四
、
国
内
的
救
済
原
則
導
入
の
意
義

ー
結
び
に
か
え
て
ー

二
、
尽
く
す
べ
き
救
済
の
手
段

三
、
国
内
的
救
済
原
則
の
例
外

①
 

一
九
五

0
年
―
一
月
に
調
印
さ
れ
た
「
人
権
及
び
基
本
的
自
由
保
護
の
た
め
の
条
約
」
（
通
称
、
ヨ

ー
ロ
ッ
。
ハ
人
権
条
約
、
以
下
、
人
権
条
約
と
略
称
）
は
、
そ
の
一
九
条
に
お
い
て
、
「
締
約
国
が
な
し
た
約
束
の
遵
守
を
確
保
す
る
た
め
に
」

ヨ
ー
ロ
ッ
。
ハ
人
権
委
員
会
及
び
ヨ
ー
ロ
ッ
。
ハ
人
権
裁
判
所
（
以
下
、
人
権
委
員
会
、
人
権
裁
判
所
と
略
称
）
の
二
つ
の
国
際
機
関
を
設
立

し
た
。
と
同
時
に
、
締
約
国
は
個
人
の
申
立
が
委
員
会
に
殺
到
す
る
の
を
恐
れ
、
濫
訴
を
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
種
々
の
許
容

一

、

は

し

が

き I

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
委
員
会
決
定
の
分
析
|
|
ー

芹

ヨ
ー
ロ
ッ
。
ハ
人
権
条
約
と
国
内
的
救
済
原
則

田

健

太

郎
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「
委
員
会
は
、
一
般
に
承
認
さ
れ
た
国
際
法
諸
原
則
に
従
っ
て
す
べ
て
の
国
内
的
救
済
が
尽
く
さ
れ
、
且
つ
、
最
終
的
決
定
が
な
さ
れ
た
日
か
ら
六
ケ

月
以
内
に
あ
る
問
題
の
み
、
取
り
扱
う
こ
と
が
で
き
る
」
（
二
六
条
）

こ
の
国
内
的
救
済
原
則
は
、

②
 

ろ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
人
権
条
約
に
お
い
て
は
、
人
権
委
員
会
に
調
停
機
能
を
附
し
、
且
つ
、
同
原
則
の
適
用
を
規
定
し
て
い
る
点
に

特
徴
が
あ
り
、
人
権
委
員
会
の
実
際
で
も
、

R
 

的
救
済
不
完
了
に
よ
っ
て
却
下
さ
れ
た
」
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
既
に
拙
稿
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
委
員
会
の
活
動
と
そ
の
性
格
」
（
下
）

①
 

に
お
い
て
検
討
し
た
よ
う
に
、
委
員
会
が
申
立
の
実
質
審
査
を
行
な
い
、
調
停
を
行
な
う
た
め
に
具
備
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
要

件
（
許
容
要
件
）

の
中
で
、
国
内
的
救
済
原
則
は
非
常
に
大
き
な
位
置
を
占
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

本
稿
に
お
い
て
は
、

の
決
議
な
ど
に
照
ら
し
て
人
権
委
員
会
の
決
定
を
分
析
し
、

て
い
る
救
済
な
の
か
、

一
般
国
際
法
上
は
、
調
停
の
性
質
か
ら
し
て
も
、
国
際
調
停
手
続
に
は
適
用
さ
れ
な
い
の
が
通
常
で
あ

「
今
日
ま
で
審
査
し
た
お
よ
そ
一
六

0
0
の
申
立
の
う
ち
半
数
以
上
が
、
確
か
に
、
国
内

こ
う
し
た
事
実
に
鑑
み
、
国
際
判
例
、

い
か
な
る
救
済
手
段
が
条
約
―
―
六
条
に
よ
っ
て
尽
く
す
こ
と
を
求
め
ら
れ

い
か
な
る
事
情
の
と
き
救
済
を
尽
さ
な
く
と
も
よ
い
の
か
、
を
検
討
し
、
最
後
に
、
国
内
的
救
済
原
則
を
人
権

①
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
及
び
委
員
会
の
概
略
に
つ
い
て
、
拙
稿
、

大
学
法
学
会
）
第
七
九
巻
、
第
一
号
、
八
五
ー
九
五
頁
参
照
。

条
約
に
導
入
し
た
こ
と
の
意
義
に
つ
い
て
考
察
し
よ
う
と
思
う
。

と
規
定
し
、

要
件
を
条
約
中
に
挿
入
し
（
二
七
条
）
、
ま
た
、

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
委
員
会
の
活
動
と
そ
の
性
格

（
上
）
法
学
論
叢
（
京
都

ア
ン
ス
チ
チ
ュ

(l'Institut
d
e
 D
r
o
i
t
 International, l
国
際
法
学
会
）

こ
こ
に
国
内
的
救
済
原
則
を
導
入
し
た
の
で
あ
る
。
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① 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
と
国
内
的
救
済
原
則

は
、
申
立
人
が
通
常
裁
判
所
に
お
け
る
救
済
の
み
な
ら
ず
、

(
a
c
c
e
s
s
i
b
l
e
)
、
ま
た
、
実
効
的
且
つ
十
分
と
思
わ
れ
る

(qui,
v
r
a
i
s
e
m
b
l
a
b
l
e
m
e
n
t
,
 s
o
n
t
 efficaces 
et 
suffisantes)

救
済
手
段

的
請
求
は
許
容
さ
れ
な
い

(
i
r
r
e
c
e
v
a
b
l
e
)
、

が
存
在
し
、
そ
れ
ら
手
段
の
通
常
の
利
用

(
l
'
u
s
a
g
e
n
o
r
m
a
l
)

が
尽
く
さ
れ
て
い
な
い
か
ぎ
り
」
あ
ら
ゆ
る
外
交
的
も
し
く
は
司
法

①
 

ぷ
ノ

と
し

（
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
）
共
和
国
で
利
用
可
能
な
法
的
救
済
の
全
体
系

(
t
h
e

R
 

w
h
o
l
e
 s
y
s
t
e
m
 o
f
 
l
e
g
a
l
 
r
e
m
e
d
i
e
s
)

を
尽
く
す
こ
と
を
要
求
し
た
」
と
述
べ
、

的
且
つ
十
分
な
救
済
を
提
供
し
う
る
す
べ
て
の
法
的
救
済

(all
t
h
o
s
e
 
l
e
g
a
l
 
r
e
m
e
d
i
e
s
 
a
v
a
i
l
a
b
l
e…
…

…

…

・
:
a
n
d
 c
a
p
a
b
l
e
 o
f
 

R
 

p
r
o
v
i
d
i
n
g
 
a
n
 a
d
e
q
u
a
t
e
 r
e
m
e
d
y
)

で
あ
る
」
と
述
べ
る
。

済
を
提
供
し
う
る
」

「
法
的
」
と
は
い
か
な
る
意
味
を
有
す
る
の
か
、

A
n
n
u
a
i
r
e
 d
e
 l'Institute 
d
e
 D
r
o
i
t
 
International, 
vol. 
4
6
 (
1
9
5
6
)
,
 
p. 
3
5
8
.
 

ア
ン
ス
チ
チ
ュ
の
グ
ラ
ナ
ダ
決
議
は
、

C•H. 

P. 
L
a
w
,
 T
h
e
 local 
r
e
m
e
d
i
e
s
 
rule 
in 
international 
law, 1
9
6
1
,
 
p. 
102. 

Doc•H 

(
6
4
)
 
1
,
 

(
N
o
t
e
 d
e
 
la 
D
i
r
e
c
t
i
o
n
 
d
e
s
 
D
r
o
i
t
s
 
d
e
 l
'
H
o
m
m
e
,
 C
o
u
n
c
i
l
 
o
f
 
E
u
r
o
p
e
,
 
Strasbourg, 3
 
janvier 1
9
6
4
)
,
 

P・ 
7
.

尚
．
同
文
書
は
、
約
一
五

0
0と
す
る
が
、
こ
れ
を
書
い
た
と
思
わ
れ
る

K.
V
a
s
a
k
は
、
そ
の
著
で
、
約
一
六
0
0と
し
て
い
る
し

(K.

V
a
s
a
k
,
 
L
a
 c
o
n
v
e
n
t
i
o
n
 e
u
r
o
p
含
n
n
e
d
e
s
 
droits 
d
e
 
l
'
h
o
m
m
e
,
 
Paris, 
1
9
6
4
,
 

p. 
1
1
8
)

、
一
ャ
生
ハ
三
年
上
木
で
は
、
未
客
員
今
＝
に
よ
っ
て
連
込

定
の
な
さ
れ
た
個
人
の
申
立
は
、
一
五
八
七
件
で
あ
る
の
で
、
約
一
六
0
0と
し
た
。

＠
拙
稿
、
「
ョ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
委
員
会
の
活
動
と
そ
の
性
格
」
（
下
）
法
学
論
叢
第
七
九
巻
、
第
二
号
、
八
六
ー
八
八
頁
。

R R 

二
、
尽
く
す
べ
き
救
済
手
段

「
訴
え
を
受
け
て
い
る
国
家
の
国
内
法
秩
序
の
中
に
、
侵
害
を
受
け
た
個
人
に
利
用
可
能
な

ロ
ー
レ
ス
事
件
で
、

そ
こ
で
、
以
下
「
す
べ
て
の
利
用
可
能
な
」
「
実
効
的
且
つ
十
分
な
救

そ
れ
ぞ
れ
に
検
討
を
加
え
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

人
権
委
員
会
は
、

一
ー
ル
セ
ン
事
件
で
は
、
尽
く
す
べ
き
は
「
実
効

「
一
般
に
承
認
さ
れ
た
国
際
法
原
則
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②

Y
e
a
r
b
o
o
k
 of 
the 
E
u
r
o
p
e
a
n
 C
o
n
v
e
n
t
i
o
n
 o
n
 H
u
m
a
n
 R
i
g
h
t
s
 
(hereinafter 
cited 
as 
Y
e
a
r
b
o
o
k
)
,
 
vol. 
II, 
p. 
3
2
2
.
 
~
5叫掲
拙i

稿
（
上
）
一

0
五
-
1
0七
頁
参
照
。
尚
、

Y
e
a
r
b
o
o
k
,
 
vols. 
II
ー
く
は
、
甲
南
大
学
の
も
の
を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
特
に
記
し
て
、
畝

村
助
教
授
の
い
ろ
い
ろ
の
お
心
遣
い
に
感
謝
し
た
い
。

R
Y
e
a
r
b
8
k
,
 vol. 
II, 
p. 
4
3
6
 
a
n
d
 also 
p. 
4
4
0
.

前
四
掲
抑
叫
稿
（
上
）
一
〇
七
ー
一
〇
九
頁
参
照
。

尽
く
す
べ
き
は
「
法
的
」
救
済
で
あ
る
。

放
を
獲
得
し
う
る
こ
と
を
告
げ
ら
れ
て
い
な
が
ら
、

「
法
的
」
と
は
い
か
な
る
意
味
か
と
問
う
前
に
、
人
権
委
員
会
が
そ
の

決
定
で
尽
く
す
べ
き
国
内
的
救
済
の
範
疇
に
入
ら
な
い
と
し
た
も
の
を
見
て
み
よ
う
。
先
ず
言
え
る
こ
と
は
、
法
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ

て
い
な
い
救
済
手
段
は
尽
く
す
べ
き
救
済
の
範
疇
に
入
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
人
権
委
員
会
は
ロ
ー
レ
ス
事
件
に
お
い
て
こ
の

ロ
ー
レ
ス
は
憲
法
及
び
法
律
を
尊
重
し
、
非
合
法
組
織
の
党
員
と
な
ら
な
い
約
束
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
何

時
で
も
釈
放
を
獲
得
で
き
た
こ
と
、
及
び

t
h
e
B
r
i
d
e
w
e
l
l
 
P
o
l
i
c
e
 
P
r
i
s
o
n

に
拘
禁
中
の
五
七
年
―
一
月
に
こ
の
手
段
に
よ
っ
て
釈

こ
の
手
段
を
利
用
し
な
か
っ
た
が
故
に
、

的
救
済
を
尽
く
さ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
と
い
う
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
政
府
の
抗
弁
に
対
し
て
、

「
被
拘
禁
者
に
よ
る
か
か
る
約
束
の
署
名
及
び
そ
の
約
束
に
署
名
す
る
こ
と
に
よ
る
被
拘
禁
者
の
釈
放
は
、
法
律
に
よ
っ
て
規
定
す

る
手
続
で
は
な
か
っ
た
こ
と
に
注
目
す
れ
ば
十
分
で
あ
る
。
従
っ
て
、

れ
た
国
際
法
諸
原
則
の
意
味
で
の
国
内
的
救
済
で
あ
る
と
看
倣
さ
れ
え
な
い
し
、
ま
た
条
約
二
六
条
の
も
と
で
尽
く
す
べ
き
こ
と
を

①
 

求
め
ら
れ
て
い
る
救
済
で
は
な
い
」
と
し
た
。

こ
の
事
件
に
お
い
て
、

原
則
を
宣
明
し
た
。

一

、

法

的

そ
の
手
続
は
、
国
内
的
救
済
原
則
に
関
す
る
一
般
に
承
認
さ

ロ
ー
レ
ス
は
彼
に
開
か
れ
て
い
る
国
内
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ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
と
国
内
的
救
済
原
則

定
は
な
い
。

次
に
請
願
は
ど
う
か
。
キ
。
フ
ロ
ス
事
件
（
第
二
の
ギ
リ
シ
ャ
対
イ
ギ
リ
ス
事
件
）
に
お
い
て
、
被
告
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
、
第
一
に
、
法
廷

(courts 
of 
l
a
w
)

を
通
し
て
の
救
済
は
国
家
自
体
を
相
手
と
し
て
は
利
用
で
き
な
い
け
れ
ど
も
、
キ
プ
ロ
ス
総
督
も
し
く
は
英
女
王

に
あ
て
る
請
願
に
よ
っ
て
補
償
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
第
二
に
、
拷
問
又
は
虐
待
行
為
に
責
任
を
有
す
る
官
吏
を
相
手
ど
っ
て

キ
プ
ロ
ス
に
お
い
て
、
民
事
・
刑
事
の
訴
訟
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
抗
弁
を
提
出
し
た
。
人
権
委
員
会
は
第
一
の
抗
弁
に
対

「
か
か
る
救
済
は
、
恩
恵
的
性
格
の
措
置

(a
m
e
a
s
u
r
e
 of g
r
a
c
e
)
で
あ
る
の
で
、
条
約
二
六
条
に
よ
っ
て
尽
く
さ
ね
ば
な
ら
な

R
 

い
も
の
の
う
ち
に
入
ら
な
い
」
と
し
た
。
（
第
二
の
抗
弁
に
つ
い
て
は
、
三
の
国
内
的
救
済
原
則
の
例
外
の
箇
所
で
ふ
れ
る
）

R
 

ま
た
、
ド
・
ベ
ッ
カ
ー
事
件
に
お
い
て
、
ベ
ル
ギ
ー
政
府
は
、

二
六
日
法
が
復
権
訴
訟

(
u
n
e
action 
e
n
 rehabilitation)

の
可
能
性
を
与
え
て
い
る
と
い
う
抗
弁
を
な
し
た
が
、
人
権
委
員
会
は

「
前
述
の
二
法
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
か
か
る
復
権
訴
訟
は
、

求
め
て
い
る
通
常
の
救
済
の
諸
特
徴
を
示
し
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、

tion 
d
'
u
n
 
droit)

で
は
な
く
て
、
恩
患
の
獲
得

(l'obtention

d
'
u
n
e
 
f
a
v
e
u
r
)

を
対
象
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
」
と
述
べ

尚
、
モ
ン
コ
ン
デ
ュ
イ

(F.
M
o
n
c
o
n
d
u
i
t
)

は
、
そ
の
著
書
の
中
で
、

て
ふ
れ
、

る。

し
て
、

そ
れ
は
権
利
の
回
復

(la
revendica, 

ベ
ル
ギ
ー
の
両
議
院
又
は
そ
の
一
に
宛
て
る
請
願
に
つ
い

④
 

こ
れ
ら
の
請
願
権
も
や
は
り
尽
く
す
べ
き
救
済
と
は
看
倣
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
と
い
う
。
人
権
委
員
会
の
こ
れ
に
関
す
る
決

一
般
に
承
認
さ
れ
た
国
際
法
諸
原
則
が
尽
く
す
こ
と
を

一
九
五
四
年
二
月
八
日
法
に
よ
っ
て
改
正
さ
れ
た
一
八
九
六
年
四
月
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と
に
よ
っ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

ン
事
件
で
の
決
定
で
い
え
ば
、

④RR① 

バ
ッ
ゲ

(
A
l
g
o
t
B
a
g
g
e
)

が、

こ
れ
は
被
告
国
に
不
利
な
法
規
則
を
認
め
る
こ
と
に
な
る
の
で
は

い
わ
ば
裏
側
か
ら
明
確
に
す
る
こ
と
と
し
て
、

こ
こ
で
は
、

「
法
的
」
と
い
う
の
は
、
法
律
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
も
の
で
、
恩
恵
的
性
格
の
も
の
で
な
い
救
済
の
手
段
と
で

も
言
え
ば
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。

い
ず
れ
に
し
ろ
「
法
的
」
救
済
と
い
う
こ
と
を
積
極
的
に
定
義
づ
け
る
ま
で
に
は
至
ら
な
い
が
、

的
」
と
い
う
こ
と
の
意
味
内
容
を
知
る
そ
の
一
応
の
基
準
と
は
な
る
で
あ
ろ
う
。

Y
e
a
r
b
o
o
k
,
 vol. 
II, 
p. 
3
2
6
 

Ibid., 
p. 
1
9
2
.
 

Ibid., 
pp. 2
3
7
ー
2
3
9
.

幽
四
、
苛
甜
拘
坤
四
稿
（
上
）
一

0
ニ
ー
一

0
四
頁
参
照
。

F. 
M
o
n
c
o
n
d
u
i
t
,
 L
a
 C
o
m
m
i
s
s
i
o
n
 E
u
r
o
p
e
e
n
n
e
 d
e
s
 D
r
o
i
t
s
 
d
e
 l
'
H
o
m
m
e
,
 L
e
y
d
e
,
 1
9
6
5
,
 
pp. 3
1
4ー
ー

3
1
5
.

二
、
実
効
的
且
つ
十
分
な
救
済
を
提
供
し
う
る

以
上
に
よ
れ
ば
、

「
実
効
的
且
つ
十
分
な
」
と
い
う
こ
と
の
基
準
は
、
国
内
的
救
済
原
則
の
適
用

除
外
理
由
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

、
、
、
、

効
的
且
つ
十
分
と
思
わ
れ
る
」
の
副
詞

v
r
a
i
s
e
m
b
l
a
b
l
e
m
e
n
t
(
こ
の
語
は
、

ア
ン
ス
チ
チ
ュ
決
議
の
「
実

報
告
者
の
フ
ェ
ル
ザ
ィ
ル

(
J
.
H
・
V
e
r
z
i
j
l
)

の
草
案
で
は
、

で
あ
っ
た
の
だ
が
、
シ
ャ
ル
ル
・
ド
・
ヴ
ィ
ッ
シ
ェ

(
C
h
.
d
e
 V
i
s
s
c
h
e
r
)

の
提
案
に
よ
り
、
採
択
さ
れ
た
も
の
で
あ

selon toute 
v
r
a
1
s
e
m
b
l
a
n
c
e
 

る
）
を
用
い
る
こ
と
に
対
し
て
、

①
 

な
い
か
、
と
い
う
懸
念
を
表
明
し
て
い
る
が
、
果
し
て
こ
の
原
則
は
ど
の
よ
う
に
適
用
さ
れ
て
い
る
の
か
。
人
権
委
員
会
の
ニ
ー
ル
セ

「
提
供
し
う
る
」

c
a
p
a
b
l
e

o
f
 
p
r
o
v
i
d
i
n
g
 
(
尚
、
前
述
の
ア
ン
ス
チ
チ
ュ
決
議
の
採
択
さ
れ
た
グ
ラ
ナ
ダ
会

期
の
討
論
の
と
き
、
ド
・
ヴ
ィ
ッ
シ
ェ
の
提
案
の
ほ
か
に
、
ジ
ロ
ー

(E.
G
i
r
a
u
d
)

は、

A
c
a
p
a
b
l
e
s
d
e
 d
o
n
n
e
r
 u
n
 r
e
s
u
l
t
a
t
y
と
い
う
提
案
を

②

R

 

し
て
い
た
）
の
語
が
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
つ
の
か
。
そ
れ
を
レ
テ
ィ
マ
ー
ク
会
社

(
R
e
t
i
m
a
g
S
.
 
A
.
)

事
件
の
決
定
を
分
析
す
る
こ 「

法
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ョ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
と
国
内
的
救
済
原
則

④
 

レ
テ
ィ
マ
ー
ク
会
社
は
、
人
権
委
員
会
に
人
権
条
約
追
加
議
定
書
第
一
条
一
項
違
反
を
申
立
て
、
没
収
さ
れ
た
一
一
不
動
産
所
有
者
の

諸
権
利
の
保
全
、
代
替
的
に
、
公
正
な
補
償
金
の
支
払
い
等
を
請
求
し
た
の
で
あ
り
、
理
由
と
し
て
、
第
一
に
、

定
し
な
い
条
件
（
刑
法
の
類
推
適
用
）
で
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
第
二
に
、
国
際
法
の
一
般
原
則
（
フ
ェ
ア
ド
ロ
ス

(
V
e
r
d
r
o
s
s
)

を
引
用
し

私
権
尊
重
の
原
則
に
よ
っ
て
、
補
償
金
を
伴
わ
な
い
外
人
の
私
有
財
産
の
没
収
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
あ
げ
、
ま
た
「
私
有
財
産
ハ
、

ル
コ
ト
ヲ
得
ス
」
と
規
定
す
る
陸
戦
ノ
法
規
慣
例
二
関
ス
ル
、
ハ
ー
グ
規
則
四
六
条
二
項
を
援
用
し
て
い
る
）
に
反
し
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ

と
を
あ
げ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
被
告
政
府
は
口
頭
弁
論
の
と
き
に
国
内
的
救
済
不
完
了
の
抗
弁
を
提
出
し
、
基
本
法
一

0
三
条
二
項
違

反
を
理
由
に
合
憲
性
裁
判

(
u
n
r
e
c
o
u
r
s
 
c
o
n
s
t
i
t
u
t
i
o
n
n
e
l
,

憲
法
訴
願
）
を
尽
く
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
、

レ
テ
ィ
マ
ー
ク
は
、
反
論
と
し
て
、
追
加
議
定
書
第
一
条
一
項
類
似
の
規
定
で
あ
る
基
本
法
一
四
条
を
援
用
し
よ
う
と
し
て
も
、

基
本
権
は
、

そ
の
性
質
上
内
国
法
人
に
適
用
さ
れ
う
る
か
ぎ
り
、

こ
れ
に
も
適
用
さ
れ
る
」
と
規
定
す
る
基
本
法
一
九
条
三
項
を
考
慮

し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
し
、
基
本
法
一
四
条
に
規
定
す
る
財
産
の
保
護
は
、
外
国
法
人
に
は
あ
て
は
ま
ら
な
い
と
主
張
す
る
。

な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
、
基
本
法
一

0
三
条
二
項
に
基
づ
く
合
憲
性
裁
判
も
同
様
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
。
六

0
年
―
一
月
八
日

の
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
決

(
2

B
V
R
 17
7
/
6
0
)

が
基
本
法
一
九
条
三
項
は
、

憲
性
裁
判
を
な
す
の
を
妨
げ
な
い
、

そ
し
て
、
す
べ
て
の
学
説
は
こ
の
意
味
で
あ
っ
た
、
と
い
う
。
従
っ
て
、

原
則
が
問
題
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

と
し
た
の
に
対
し
て
も
、

基
本
法
一

0
三
条
一
項
を
援
用
し
て
外
国
法
人
が
合

そ
の
判
決
に
よ
っ
て
レ
テ
ィ
マ
ー
ク
の
合
憲
性
裁
判
の
基
礎
づ
け
は
で

一
四
条
に
基
づ
く
合
憲
性
裁
判
は
当
時
成
功
の
チ
ャ
ン
ス
が --] 

こ
の
没
収
は
法
に
規

之
ヲ
没
収
ス

こ
こ
に
国
内
的
救
済
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(infraction)

の
と
き
に
違
犯

(delit)

こ
れ
ら
の
主
張
に
直
面
し
た
人
権
委
員
会
は
、
問
題
を
次
の
よ
う
に
整
理
し
た
。

「
ド
イ
ツ
刑
法
八
六
条
に
よ
っ
て
連
邦
最
高
裁
判
所
が
補
償
請
求
を
棄
却
し
た
後
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
法
九
0
条
及
び
ド
イ
ツ
基
本

法
一
九
条
、

-
0
三
条
、
ま
た
は
、

そ
の
他
の
あ
ら
ゆ
る
ド
イ
ツ
立
法
の
関
連
規
定
に
よ
っ
て
、
申
立
人
た
る
会
社
は
、
何
ら
か
の

成
功
の
チ
ャ
ン
ス
の
あ
る

(
a
v
e
c
q
u
e
l
q
u
e
 c
h
a
n
c
e
 d
e
 s
u
c
c
e
s
)
合
憲
性
裁
判
を
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
提
起
す
る
能
力
を
有
し
てR

 

い
る
か
。
…
憲
法
裁
判
所
の
判
決

(
2

B
V
R
 17
7
/
6
0
)

の
外
に
、
こ
の
主
題
に
関
す
る
ド
イ
ツ
裁
判
所
の
判
決
が
存
在
す
る
か
。
」

先
ず
人
権
委
員
会
は
一
般
国
際
法
上
の
国
内
的
救
済
原
則
に
つ
い
て
ふ
れ
、
そ
の
例
外
に
つ
い
て
述
べ
る
。

訴
え

(grief)

の
救
済
を
可
能
な
ら
し
め
な
い
救
済
手
段
は
、
実
効
的
且
つ
十
分
な
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
従
っ
て
そ
れ
ら
は

尽
く
す
必
要
は
な
い
。
た
と
え
理
論
的
に
は
救
済
手
段
を
構
成
す
る
性
質
の
も
の
で
あ
っ
て
も
、
実
際
に
訴
え
を
救
済
す
る
い
か
な
る

チ
ャ
ン
ス
を
も
提
供
し
な
い
救
済
手
段
は
尽
く
す
必
要
は
な
い
（
ア
ン
バ
チ
ェ
ロ
ス
事
件
）
。

す
べ
て
の
成
効
の
チ
ャ
ン
ス
を
奪
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
救
済
が
存
在
す
る
か
ぎ
り
、
国
内
的
救
済
手
段
を
尽
く
す
べ
き
義
務
か
ら
は

免
れ
な
い
（
ア
ン
バ
チ
ェ
ロ
ス
事
件
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
船
事
件
。
更
に
、
も
し
あ
る
特
定
の
救
済
手
段
が
、
成
功
の
現
実
的
チ
ャ
ン
ス
(
u
n
e

c
h
a
n
c
e
 reelle 
d
e
 s
u
c
c
e
s
)

を
埠
岱
供
す
る
性
質
の
も
の
で
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
疑
い
の
あ
る
場
合
は
、

ま
さ
に
そ
の
点
が
、
国
際

裁
判
所
に
訴
え
る
前
に
、
国
内
裁
判
所
そ
れ
自
体
に
付
託
さ
れ
る
べ
き
点
な
の
で
あ
る
（
パ
ネ
ヴ
ェ
ジ
ス
・
サ
ル
ヅ
テ
ィ
ス
キ
ス
鉄
道
事
件
）
。

申
立
人
の
主
張
は
、
五
九
年
一

0
月
二
二
日
の
連
邦
裁
判
所
判
決
に
よ
る
不
動
産
没
収
宣
告
は
、
没
収
さ
れ
た
物
件
が
刑
事
犯
罪

き
な
い
、

と
主
張
し
た
。

の
正
犯
に
も
共
犯

(
u
n
participant)

に
も
属
さ
な
い
場
合
に
は
、

そ
の
所
有
者
自
身
が

し
か
し
、
明
ら
か
に

(
m
a
n
i
f
e
s
t
e
m
e
n
t
)



- 45 -

九
0
条
一
項
が
、
基
本
権
又
は
基
本
法
三
三
条
、
九
八
条
、

利

ョ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
と
国
内
的
救
済
原
則

令

g
r
u
n
d
r
e
c
h
t
s
a
h
n
l
i
c
h
e
s
R
e
c
h
t
"
)
 

1
0
三
条
及
び
一

0
四
条
に
含
ま
れ
る
権
利
の
違
反
を
申
し

を
主
張
す
る
能
力
を
有
さ
な
い
、
と
い
う
。
次
に
、
第
二
の
問
題
は
、

そ
の
刑
事
犯
罪
と
の
関
連
で
可
罰
的

(
c
o
u
p
a
b
l
e
,
"
 st
r
a
f
b
a
r
 "
)
で
な
い
か
ぎ
り
、

き
で
あ
る
、
と
す
る
ド
イ
ッ
刑
法
八
六
条
二
項
の
規
定
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
申
立
人
に
補
償
を
認
め
な
か
っ
た
点
に
お
い
て
法
の
定
め

ろ
要
件
に
従
っ
て
い
な
い
上
、
刑
法
八
六
条
二
項
は
自
然
人
の
み
を
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
り
、

ー
ク
会
社
は
可
罰
的
と
は
な
り
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、

憲
法
裁
判
所
法

ス
イ
ス
法
の
法
人
で
あ
る
レ
テ
ィ
マ

連
邦
裁
判
所
は
レ
テ
ィ
マ
ー
ク
に
不
利
な

(
i
n
m
a
l
e
n
ゞ
a
r
t
m
m
)

類

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
第
一
に
は
、
刑
法
規
定
の
類
推
適
用
が
刑
法
二
条
一
項
及
び
基
本
法
一

0
三
条
二
項
の
ド
イ
ツ
法
並
び

に
人
権
条
約
七
条
に
よ
っ
て
禁
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
、

こ
の
刑
法
の
類
推
適
用
の
禁
止
を
理
由
に
、
関
連
法
規
定
、
殊
に
埜
本
法
一

0

三
条
二
項
を
援
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
連
邦
憲
法
裁
判
所
へ
合
憲
性
裁
判
を
提
起
す
る
能
力
を
申
立
人
が
有
し
て
い
た
か
否
か
、

る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
申
立
人
は
次
の
よ
う
に
い
う
。
ド
イ
ツ
埜
本
法
一
九
条
三
項
が
「
基
本
権
は
、

で
あ

そ
の
性
質
上
内
国
法
人
に
適

用
さ
れ
る
か
ぎ
り
こ
れ
に
も
適
用
さ
れ
る
」
と
規
定
し
て
お
り
、
基
本
法
一

0
三
条
―
―
項
に
基
づ
く
合
憲
性
裁
判
を
提
起
す
る
こ
と
が

で
き
ず
、
ま
た
、

こ
の
規
定
の
反
対
解
釈
に
よ
り
、
外
国
法
人
は
基
本
権
及
び
基
本
法
一

0
三
条
二
項
が
保
障
す
る
埜
本
権
類
似
の
権

-
0
一
条
、

立
て
る
場
合
に
は
何
人
も
合
憲
性
訴
訟

(
u
n
e

a
c
t
i
o
n
 
constitutionnelle)

を
提
起
す
る
能
力
を
有
す
る
と
規
定
し
、
ま
た
、
連
邦

憲
法
裁
判
所
の
六

0
年
―
一
月
八
日
の
判
決
が
、
外
国
法
人
も
等
し
く
基
本
法
一

0
三
条
一
項
に
基
づ
く
合
憲
性
裁
判
を
提
起
す
る
権

利
を
有
す
る
と
し
、
基
本
法
一
九
条
三
項
は
そ
れ
を
妨
げ
な
い
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
し
か
し
、

推
解
釈
を
用
い
た
の
で
あ
る
、

と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
も
、
連
邦
憲
法
裁

国
庫
か
ら
正
当
な
補
償
を
所
有
者
に
与
え
る
べ
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判
所
は
基
本
法
一

0
三
条
一
項
と
の
関
係
に
お
い
て
の
み
決
定
を
下
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
こ
の
判
決
か
ら
連
邦
憲
法

裁
判
所
が
本
件
の
唯
一
の
関
連
条
項
た
る
一

0
三
条
二
項
と
の
関
係
に
お
い
て
も
同
一
の
解
決
を
採
る
だ
ろ
う
と
は
誰
も
結
論
し
え
な

い
だ
ろ
う
、

と
申
立
人
が
考
え
て
い
る
こ
と
と
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
基
本
法
一

0
三
条
―
―
項
が
外
国
法
人
に
よ
っ
て
援
用
さ
れ
う
る
か
否
か
は
、
原
則
と
し
て
、
ド
イ
ツ
連
邦
裁
判
所
が
判
決
を
下
す

管
轄
を
有
す
る
ド
イ
ツ
の
憲
法
上
の
権
利
の
問
題
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
法
に
お
い
て
未
だ
決
定
を
み
な
い
こ
の
問
題
に
つ
い
て
決
定
を

下
す
権
限
が
委
員
会
に
あ
る
の
で
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
委
員
会
は
、
基
本
法
一

0
三
条
二
項
の
違
反
を
申
し
立
て
る
こ
と
に
よ
っ

て
憲
法
裁
判
所
に
提
訴
す
る
こ
と
が
申
立
人
に
と
っ
て
不
可
能
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
、
申
立
人
が
明
白
に
は
立
証
し
な
か
っ
た

(n'a 
p
a
s
 
c
l
a
i
r
e
m
e
n
t
 
etabli) 

e
n
 c
o
n
s
e
q
u
e
n
c
e
)
。

こ
と
を
確
認
す
る
に
と
ど
め
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
…
…
…

国
内
的
救
済
は
厳
格
で
あ
り
、
且
つ
、
厳
格
に
解
釈
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

(la
r
e
g
l
e
…
est stricte et doit 
s'interpreter 

従
っ
て
、
申
立
人
の
国
内
的
救
済
不
完
了
を
い
う
た
め
に
は
、

か
れ
て
い
た
救
済
手
段
の
一
っ
を
申
立
人
が
利
用
す
る
の
を
怠
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
け
で
十
分
で
あ
る
、
と
い
う
の
は
、
国
内
裁
判

所
に
こ
の
論
点
を
提
起
す
れ
ば
、

た
だ
そ
の
処
置
の
み
を
不
服
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
彼
の
請
求
の
全
体
に
勝
訴
す
る
何
ら

か
の
チ
ャ
ン
ス
を
有
し
て
い
た
だ
ろ
う
に
と
い
う
仮
定
に
立
て
る
か
ら
で
あ
る
…
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て
は
、
申
立
人
が
基
本
法
一
四
条
の
違
反
に
基
づ
く
合
憲
性
裁
判
を
提
起
し
て
い
な
い
の
で
国
内
的
救

R
 

済
を
尽
く
さ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
問
題
に
決
定
を
下
す
の
は
余
分
な
こ
と
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
…
」
（
以
上
の
理
由

こ
う
し
て
論
点
を
絞
っ
た
人
権
委
員
会
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

あ
る
特
定
の
論
点
に
つ
い
て
、
彼
の
前
に
開
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R ① 
条、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
と
国
内
的
救
済
原
則

人
の
申
立
が
殺
到
す
る
こ
と

で
、
結
局
、
レ
テ
ィ
マ
ー
ク
会
社
の
申
立
は
非
許
容

(irrecevable)

と
さ
れ
た
）
。

以
上
が
レ
テ
イ
マ
ー
ク
会
社
の
申
立
の
許
容
性
に
関
す
る
決
定
で
あ
る
が
、

定
が
厳
し
い
こ
と
を
み
る
と
、

ア
ン
ス
チ
チ
ュ
の
決
議
の
際
に
表
明
さ
れ
た
バ
ッ
ゲ
の
懸
念
は
あ
た
っ
て
い
な
い
よ
う
に
思
え
る
し
、

国
内
的
救
済
原
則
の
適
用
に
あ
た
っ
て
は
、

そ
れ
を
と
く
に
人
権
委
員
会
に
つ
い
て
適
用
し
て
い
る
条
約
二
七
条
（
そ
の
他
の
個
人
の
申
立
の
許
容
要
件
も
定
め
て
い
る
）
は
、

R
 

（
濫
訴
）
を
恐
れ
た
締
約
国
の
挿
入
に
な
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
事
情
に
よ
る
も
の
か
も
知
れ
な
い
が
、

国
家
に
不
利
に
ど
こ
ろ
か
国
家
の
有
利
に
、

こ
の
決
定
に
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
人
権
委
員
会
の
決

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
に
特
殊
的
な
事
情
—
ー
、
国
内
的
救
済
原
則
を
規
定
す
る
条
約
―
―
六

と
さ
え
思
え
る
ほ
ど
で
あ
る
。
ま
た
、

会
社
事
件
で
い
う
「
何
ら
か
の
成
功
の
望
み
の
あ
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
と
解
さ
れ
よ
う
。
従
っ
て
、
国
内
的
救
済
原
則
が
領
域
国

の
主
権
の
尊
重
と
い
う
一
面
を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
当
然
言
え
る
こ
と
で
は
あ
ろ
う
が
、
国
家
の
提
供
す
る
救
済
の
手
段
は
す
べ
て

、
、
、
、
、

実
効
的
且
つ
十
分
で
あ
る
と
い
う
一
応
の
推
定
を
受
け
て
い
る
、
と
い
え
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

A
n
n
u
a
i
r
e
 d
e
 l'Institut 
d
e
 D
r
o
i
t
 
International, 
vol. 
4
6
 (
1
9
5
6
)
,
 
p
p
.
 3

1
4ー

3
1
5
.

Ibid., 
p. 
3
1
5
.
 

R
R
e
q
u
e
t
e
 N
o
.
 7
1
2
/
6
0
,
 
R
e
t
i
m
a
g
 S
.
 
A
.
 c
o
n
t
r
e
 
la 
R
e
p
u
b
l
i
q
u
e
 F
e
d
e
r
a
l
e
 
d
'
A
l
l
e
m
a
g
n
e
,
 
D
e
c
i
s
i
o
n
 
d
u
 16 
d
e
c
e
m
b
r
e
 1
9
6
1
,
 

Y
e
a
r
b
o
o
k
,
 
vol. 
I
V
,
 
pp. 3
8
5ー

-
4
0
7
.

こ
の

Itl立
は
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
に
本
社
を
置
く
ス
イ
ス
法
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
「
ス
イ
ス
及
び
外
国
に
お
け
る
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
不
動
産
の
売

買
」
を
営
業
目
的
と
す
る
レ
テ
ィ
マ
ー
ク
会
社
が
、
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
を
相
手
ど
っ
て
人
権
委
員
会
に
提
訴
し
た
も
の
で
あ
り
、
事
実
は
次
の
通

り
で
あ
る
。

レ
テ
ィ
マ
ー
ク
会
社
は
、
五
五
年
七
月
、
マ
ン
ハ
イ
ム
に
所
在
す
る
印
測
会
社
を
公
正
証
書
に
よ
っ
て

(
p
a
r

acte 
notarie)

獲
得
（
こ
の
不

「
提
供
し
う
る
」
と
い
う
の
も
、
レ
テ
ィ
マ
ー
ク 個
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動
産
は
、
ド
イ
ツ
共
産
党
の
地
方
事
務
所
と
し
て
、
ま
た
特
に
同
党
の
印
刷
所
及
び
編
集
所
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
）
ま
た
、
五
六
年
七
月
、
ミ

ュ
ン
ヘ
ン
所
在
の
不
動
産
（
被
告
政
府
に
よ
れ
ば
、
こ
の
不
動
産
は
共
産
党
新
聞
、
バ
バ
リ
ア
人
民
の
声

B
a
y
e
r
i
s
c
h
e
s
V
o
l
k
s
e
c
h
0
の
保
護
を

目
指
し
て
い
た
）
を
獲
得
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
五
六
年
八
月
に
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
違
憲
団
体
と
し
て
ド
イ
ツ
共
産
党
の
解
散
、
そ
れ
に
か
わ
る

新
党
結
成
の
禁
止
、
そ
の
財
産
の
没
収
を
内
容
と
す
る
判
決
を
下
し
、
五
九
年
一

0
月
、
カ
ー
ル
ス
ル
ー
エ
の
連
邦
裁
判
所
は
、
前
記
二
不
動
産
の

補
償
金
な
し
の
没
収
を
判
決
し
た
。
判
決
理
由
は
次
の
通
り
。
第
一
に
、
レ
テ
イ
マ
ー
ク
会
社
が
ド
イ
ツ
共
産
党
所
有
の
不
動
産
を
保
護
し
、
同
時

に
共
産
主
義
活
動
を
継
続
す
る
目
的
を
持
つ
法
的
に
偽
装
さ
れ
た
組
織
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
刑
法
九

0
条
国
項
の
意
味
で
の
違
憲
団
体
で
あ
る
と
し
、

問
題
の
不
動
産
は
、
刑
法
八
六
条
一
項
の
意
味
で
の
物
件
で
あ
っ
て
違
憲
目
的
に
奉
仕
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
た
と
え
形
式
的
に
レ
テ
イ
マ
ー
ク

会
社
の
財
産
で
あ
る
と
し
て
も
、
刑
法
九
八
条
二
項
及
び
八
六
条
一
項
に
規
定
す
る
没
収
の
諸
要
件
を
満
足
さ
せ
て
い
る
。
第
二
に
、
刑
法
八
六
条

二
項
は
自
然
人
を
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
法
に
よ
れ
ば
、
経
済
法
の
外
、
法
人
は
刑
事
犯
罪
の
正
犯
に
も
共
犯

(complice)
に
も
な

り
え
な
い
。
と
は
い
え
、
刑
法
九
八
条
及
び
八
六
条
に
よ
っ
て
法
人
か
ら
そ
の
財
産
を
没
収
す
る
あ
ら
ゆ
る
場
合
に
、
当
該
法
人
に
補
償
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
。
も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
、
法
人
の
か
た
ち
を
と
っ
て
お
れ
ば
刑
法
九

0
条
固
項
の
意
味
の
違
憲
団
体

に
も
常
に
、
補
償
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
か
か
る
結
果
は
不
条
理
で
あ
り
、
立
法
者
の
意
図
に
反
す
る
。
法
に
欠
映
が
あ
る
と
き
に
は
そ
れ
を
補
う
の
は

裁
判
所
の
義
務
で
あ
り
、
自
然
人
の
場
合
は
、
違
反
を
犯
し
た
り
、
そ
の
犯
行
に
加
わ
っ
た
と
き
、
ま
た
は
、
そ
の
刑
事
犯
罪
と
の
閑
係
で
可
罰
的

で
あ
る
な
ら
ば
、
補
償
金
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
本
件
に
適
用
す
れ
ば
、
法
人
は
、
そ
れ
が
違
憲
団
体
で
あ
る
か
、
ま
た
は
、
そ
の
一
部
を
な

す
と
き
↓
刑
法
八
六
条
二
項
に
某
づ
い
て
所
有
者
と
し
て
補
償
を
主
張
し
え
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
筒
、
争
点
と
な
っ
た
ド
イ
ツ
抵
本

法
一

0
三
条
二
項
は
「
あ
る
行
為
は
、
そ
の
行
為
が
な
さ
れ
る
前
に
、
そ
の
可
罰
性
が
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
た
場
合
に
の
み
、
こ
れ
を
処
罰
す
る

こ
と
が
で
き
る
」
（
宮
沢
編
「
枇
界
憲
法
集
」
、
岩
波
文
庫
）
と
規
定
す
る
。

①
人
権
条
約
追
加
議
定
書
、
第
一
条
第
一
項
「
自
然
人
又
は
法
人
は
み
な
財
産
の
平
和
的
享
有
の
権
利
を
有
す
る
。
何
人
も
公
益
の
た
め
で
あ
っ

て
、
法
律
及
び
国
際
法
の
一
般
原
則
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
条
件
に
従
う
場
合
の
外
は
、
そ
の
財
産
を
奪
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
」
（
芹
田
訳
）
。

R
Y
e
a
r
b
o
o
k
,
 vol. 
l
V
,
 
p. 
3
9
9
.
 

R
l
b
i
d
.
,
 p. 4
0
7
.
 

R
W
i
l
l
i
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o
b
l
e
n
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z
 a
n
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 R
o
b
e
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 S
.
 
W
a
r
s
h
a
w
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 E
u
r
o
p
e
a
n
 C
o
n
v
e
n
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i
o
n
 
for 
t
h
e
 
protection 
of 
H
u
m
a
n
 R
i
g
h
t
s
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F
u
n
d
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n
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l
 F
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s
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a
w
 R
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w
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1
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.
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ョ
ー
ロ
ッ
パ
人
枷
条
約
と
国
内
的
救
済
原
則

五
五
年
四
月
二

0
日
の
判
決
に
よ
っ
て
、
人
権
条
約
九
条
、

三
、
す
ぺ
て
の
利
用
可
能
な

-
0
条、

―
一
条
及
び
一
六
条
に
違
反
し
た
と
す
る
も
の
で
あ
る
に
対
し

す
べ
て
と
い
う
と
き
、
通
常
裁
判
所
の
審
級
は
も
ち
ろ
ん
す
べ
て
尽
く
さ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は

言
う
ま
で
も
あ
る
ま
い
。
ま
た
、
特
殊
の
物
的
・
人
的
管
轄
を
有
す
る
も
の
が
あ
れ
ば
そ
れ
を
尽
く
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
例
え
ば
ド
イ

①
 

ツ
連
邦
共
和
国
の
よ
う
に
、
年
金
と
恩
給

(rentes
et 
p
e
n
s
i
o
n
s
)
に
関
す
る
管
轄
を
有
す
る
社
会
裁
判
所
が
そ
れ
で
あ
り
、
行
政
行

為
の
不
服
申
立
で
あ
っ
て
、
当
核
国
家
の
制
度
が
行
政
裁
判
所
を
含
む
の
で
あ
れ
ば
、
そ
こ
で
の
手
続
を
利
用
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら

R
 

な
い
。
ま
た
行
政
府
に
属
す
る
委
員
会
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
委
員
会
が
法
律
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
、
そ
の
決
定
が
拘
束
力
を
持
つ
も
の

R
 

で
あ
れ
ば
、
そ
の
救
済
手
段
を
も
尽
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ロ
ー
レ
ス
事
件
に
類
似
し
た

X
対
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
事
件
に
お
い
て
、
人
権

④
 

条
約
一
五
条
の

d
e
r
o
g
a
t
i
o
n

の
権
利
の
前
提
と
な
る
例
外
的
状
況
に
つ
い
て
は
人
権
裁
判
所
の
ロ
ー
レ
ス
事
件
本
案
判
決
に
従
っ
て

こ
れ
を
認
め
、
「
t
h
e
D
e
t
e
n
t
i
o
n
 C
o
r
n
.
m
i
s
s
i
o
n
は
厳
密
に
言
え
ば
司
法
的
な
裁
判
所

(tribunal)

と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
行
政
的

な
も
の
で
あ
り
、

四
0
年
法
第
四
節
が
発
動
さ
れ
て
い
る
と
い
う
例
外
的
状
態
に
お
い
て
の
み
適
用
可
能
な
例
外
的
救
済

(
a
n
ex, 

⑤
 

c
e
p
t
i
o
n
a
l
 
r
e
m
e
d
y
)
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
」
が
、
司
法
大
臣
の
命
令
書
を
争
っ
て
い
る
以
上
、
拘
禁
理
由
を
審
査
し
、
釈
放

勧
告
を
出
す
権
限
を
も
つ

t
h
e

D
e
t
e
n
t
i
o
n
 
C
o
m
m
i
s
s
i
o
n

は
「
国
内
的
救
済
」
で
あ
っ
た
、
と
人
権
委
員
会
は
述
べ
る
。

そ
れ
で
は
、
再
審
裁
判
所
と
か
憲
法
裁
判
所
に
お
け
る
救
済
は
ど
う
な
の
か
。
次
に
こ
れ
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。

七
・
五
五
）

先
ず
、
憲
法
裁
判
所
に
つ
い
て
、
人
権
委
員
会
は
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
を
相
手
ど
っ
て
五
五
年
七
月
一
四
日
に
な
さ
れ
た
申
立
（
ニ

の
決
定
の
中
で
そ
の
原
則
を
示
し
て
い
る
。
即
ち
、
こ
の
申
立
は
、
連
邦
通
常
裁
判
所

(
B
u
n
d
e
s
g
e
r
i
c
h
t
s
h
o
f
)
が
そ
の

て
、
ド
イ
ツ
政
府
は
、
五
五
年
―
一
月
二
九
日
の
意
見
書

(
o
b
s
e
r
v
a
t
i
o
n
s
ecrites)

に
お
い
て
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
で
の
救
済
が
尽
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で
の
手
続
は
し
ば
し
ば
非
常
に
長
い
期
間
を
要
す
る
こ
と
、

い
と
主
張
し
て
争
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
憲
法
訴
願
、

V
e
r
f
a
s
s
u
n
g
s
b
e
s
c
h
w
e
r
d
e
,
u
n
 r
e
c
o
u
r
s
 
constitutionnel)
は
…
条
約
二
六
条
の
規
定
の
適
用
範
囲
に
原
則
と
し
て

入
る
国
内
的
救
済
で
あ
る
」
と
し
、
次
い
で
申
立
人
が
五
五
年
七
月
四
日
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
提
訴
し
、

の
よ
う
な
国
内
的
救
済
原
則
の
適
用
を
除
外
す
る
事
情
も
存
在
し
な
い
と
し
て
、

は
、
前
述
の
レ
テ
ィ
マ
ー
ク
会
社
事
件
も
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
そ
の
後
の
多
く
の
決
定
の
中
で
確
認
さ
れ
、
就
中
、
五
九
年
一
月

⑦
 

八
日
の
決
定
の
中
で
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

「
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
に
お
い
て
は
合
憲
性
裁
判
は
条
約
二
六
条
が
尽
く
す
こ
と
を
要
求
す
る
通
常
の
救
済
で
は
な
い
と
す
る
申
立

人
の
主
張

(la

t
h
窃
e)

を
、
人
権
委
員
会
の
確
立
し
た
判
例

(
j
u
r
i
s
p
r
u
d
e
n
c
e

c
o
n
s
t
a
n
t
e
)

に
反
す
る
も
の
と
し
て
却
下
す
る

ニ
・
五
七
）

（
二
七
七
•
五
七
）

（
三
三
三
・
五
七
）

る
」
こ
と
、
ま
た
、
現
在
の
状
態
で
は
、

に
関
す
る
委
員
会
の
決
定
を
参
照
せ
よ
）
。

（
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
例
え
ば
、
申
立
（
二
七
•
五
五
）

（
一
八
八
・
五
六
）

1
0
三
条
二
項
を
含
ん
で
い
る
こ
と
に

こ
の
判
例
の
結
果
、
明
示
的
に

（
ニ
ニ
五
•
五
六
）

（
二
七

「
こ
の
訴
訟
が
係
属
中
で
あ

連
邦
憲
法
裁
判
所

そ
の
上
、
問
題
の
救
済
は
条
約
二
六
条
の
意
味
で
の
国
内
的
救
済
で
は
な

こ
れ
ら
の
主
張
を
前
に
し
て
人
権
委
員
会
は
、
先
ず
「
連
邦
憲
法
裁
判
所
へ
の
合
憲
性
裁
判

「
い
か
な
る
不
当
な
手
続
の
遅
延
も
生
じ
て
い
な
い
」
こ
と
を
あ
げ
、
確
立
し
た
判
例
な
ど

こ
の
申
立
を
非
許
容
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
原
則

（
二
五
四
•
五
七
）

あ
る
い
は
、
黙
示
的
に
次
の
よ
う
に
な
る
、
即
ち
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
管
轄
に
属
す
る
事
項
に
対
し
て
は
、
合
憲
性
裁
判
は
条
約

二
六
条
の
規
定
の
適
用
範
囲
内
に
原
則
と
し
て
入
る
国
内
的
救
済
で
あ
る
こ
と
を
人
権
委
員
会
は
確
認
し
た
。
本
件
の
場
合
、
ド
イ

ツ
連
邦
共
和
国
基
本
法
が
、
申
立
の
中
で
援
用
さ
れ
て
い
る
条
約
七
条
に
相
当
す
る
規
定
、

く
さ
れ
て
な
い
と
い
う
抗
弁
を
提
出
し
、
更
に
、
申
立
人
が
、

ご
一
月
二
七
日
の
抗
弁
書

(replique)

の
中
で
、
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こ
れ
は
、

る
も
の
が
あ
る
。
例
え
ば
、

う
問
題
が
残
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、

尚
、
連
邦
国
家
に
お
い
て
、
連
邦
の
憲
法
裁
判
所
の
ほ
か
に
、
支
邦
の
憲
法
裁
判
所
に
お
け
る
救
済
も
尽
く
す
べ
き
な
の
か
、
と
い

(
M
o
h
a
m
m
e
d
 N
A
Z
I
H
-
A
L
-
K
U
Z
B
A
R
I
)
が
、
一
九
三

0
年
九
月
三
日
の
ド
イ
ツ
・
ト
ル
コ
間
犯
罪
人
引
渡
条
約
に
基
づ
く
ト
ル
コ

R
 

の
引
渡
要
求
に
対
し
て
政
治
的
庇
護
を
求
め
て
争
い
、
人
権
委
員
会
に
提
訴
し
た
事
件
が
あ
る
。
こ
の
申
立
の
許
容
性
に
関
す
る
決
定

に
お
い
て
、

⑩
 

っ
た
」
と
し
た
（
こ
の
申
立
は
全
体
と
し
て
は
他
の
理
由
で
許
容
さ
れ
な
か
っ
た
）
こ
と
か
ら
考
え
て
、

う
る
場
合
に
は
支
邦
の
憲
法
裁
判
所
で
の
救
済
を
、
尽
く
す
べ
巻
救
済
の
範
疇
に
入
る
も
の
と
考
え
ね
ば
な
る
ま
い
。

そ
れ
で
は
特
別
裁
判
所

(
e
x
t
r
a
o
r
d
i
n
a
r
y
tribunal)
で
あ
る
再
審
裁
判
所
で
の
手
続
は
ど
う
か
。

述
の
よ
う
に
、
救
済
手
段
が
通
常
の
も
の

o
r
d
i
n
a
r
y
か
、
特
別
の
も
の

e
x
t
r
a
o
r
d
i
n
a
r
y
か
、
と
い
う
区
別
は
し
て
い
な
い
。
し
か

し
、
国
際
判
例
の
中
に
は
、
人
権
委
員
会
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
特
別
の
救
済
手
段
は
こ
れ
を
尽
く
さ
な
く
と
も
よ
い
と
し
て
い

る
仲
裁
裁
判
所

(the
Arbitral 
T
r
i
b
u
n
a
l
)

の
三
二
年
七
月
八
日
の
裁
定
が
そ
う
で
あ
る
。

い
る
。

⑤
 

た
。
」

「
バ
バ
リ
ア
憲
法
裁
判
所
に
お
け
る
上
告
手
続
は
本
件
に
関
し
て
は
実
効
的
な
救
済
の
手
段
を
申
立
人
に
提
供
し
え
な
か

エ
ジ
。
フ
ト
生
れ
の
、

従
っ
て
、

ア
メ
リ
カ
・
エ
ジ
。
フ
ト
間
の
仲
裁
事
件
、
サ
ー
レ
ム

申
立
人
は
、

特
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
従
っ
て
、

(
S
a
l
e
m
)
事
件
に
お
け
る
三
人
の
仲
裁
人
か
ら
な

こ
の
申
立
は
『
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
管
轄
に
属
す
る
」
事
項
を
対
象
と
し
て

条
約
二
六
条
の
規
定
を
満
足
さ
せ
る
た
め
に
、

こ
の
救
済
手
段
を
行
使
し
て
い
る
べ
き
で
あ
っ

イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
生
れ
の
ト
ル
コ
国
民
で
あ
っ
た
が
現
在
は
シ
リ
ア
国
籍
で
あ
る
ク
ズ
バ
リ

実
効
的
且
つ
十
分
な
救
済
を
提
供
し

ア
ン
ス
チ
チ
ュ
の
決
議
は
、
前

ア
メ
リ
カ
に
帰
化
し
た

G
.
J
・
サ
ー
レ
ム
に
か
わ
っ
て
な
し
た
ア
メ
リ
カ
の
損
害
賠
償

(in,
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を
提
出
し
た
。

d
e
m
n
i
t
y
)
請
求
事
件
で
あ
っ
て
、
エ
ジ
。
フ
ト
政
府
は
裁
判
所
に
お
い
て
サ
ー
レ
ム
の
国
籍
を
争
い
、
ま
た
国
内
的
救
済
不
完
了
の
抗
弁
＇

⑪
 

エ
ジ
。
フ
ト
政
府
に
よ
れ
ば
、
エ
ジ
。
フ
ト
と
領
事
裁
判
権
を
有
す
る
諸
国

(
t
h
e
c
a
p
i
t
u
l
a
t
o
r
y
 p
o
w
e
r
s
)

と
の
合
意
に

よ
っ
て
設
け
ら
れ
た
混
合
裁
判
所

(
t
h
e
M
i
x
e
d
 C
o
u
r
t
s
)

が
た
と
え
国
内
的

(national)

な
も
の
と
看
倣
さ
れ
る
と
し
て
も
、
サ

ー
レ
ム
は
「
す
べ
て
の
国
内
的
な
法
的
救
済
」
を
尽
く
し
て
い
な
い
の
で
外
交
ル
ー
ト
に
乗
せ
る
こ
と
も
仲
裁
裁
判
所
に
訴
え
る
こ
と

も
で
き
な
い
。
サ
ー
レ
ム
は
混
合
民
事
手
続
法

(
t
h
e
M
i
x
e
d
 
C
o
d
e
 of 
Civil 
P
r
o
c
e
d
u
r
e
)

第
二
六
四
項
に
従
っ
て
ア
レ
ク
サ
ン

ド
リ
ア
の
混
合
控
訴
裁
判
所
の
決
定
に
対
し
て
再
審
請
求

(
r
e
c
o
u
r
s
e
n
 r
e
q
u
t
t
e
 
civil)

の
権
利
を
有
し
て
い
る
、
と
い
う
。
こ
れ

「
こ
の
抗
弁
を
扱
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
国
際
裁
判
所
は
こ
れ
ま
で
状
況
に
応
じ
て
そ
れ
を
判
断
し
て
き
た
。
…
本
件
に
お
い
て
は

再
審
請
求
は
、
通
常
の
法
的
救
済

(
r
e
g
u
l
a
r
legal 
r
e
m
e
d
y
)

で
は
な
く
、

n
a
t
i
o
n
a
l
 
judiciary) 
の
最
高
の
審
級
に
ま
で
そ
の
訴
訟
を
持
っ
て
い
け
ば
十
分
で
あ
る
」
と
し
、
そ
の
他
の
事
情
を
も
考
慮
し
て

⑫
 

エ
ジ
。
フ
ト
の
抗
弁
を
根
拠
不
十
分
と
し
て
斥
け
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
推
し
て
、
こ
の
仲
裁
判
断
を
与
え
た
仲
裁
人
は
、
再
審
裁
判
は
原

則
と
し
て
尽
さ
な
く
と
も
よ
い
救
済
で
あ
る
と
看
倣
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

デ
ン
マ
ー
ク
政
府
が
条
約
二
六
条
に
定
め
る
「
最
終
的
決
定
」
は
最
高
裁
判
所
の
そ
れ
で
あ
っ
て
、
特
別
再
審
裁
判
所
の
そ
れ
で
は
な

い
と
主
張
し
た
の
に
対
し
、
人
権
委
員
会
は
、
本
件
の
場
合
、
特
別
再
審
裁
判
所
は
実
効
的
且
つ
十
分
な
救
済
手
段
を
提
供
し
え
た
と

さ
て
人
権
委
員
会
の
決
定
で
は
ど
う
か
。
こ
こ
で
は
や
は
り
、

再
開
す
る
こ
と
を
意
図
す
る
も
の
と
看
倣
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。

に
対
し
て
裁
判
所
は
、

一
ー
ル
セ
ン
事
件
を
あ
げ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
事
件
に
お
い
て

原
則
と
し
て

(as
a
 rule)
、
請
求
人
は
国
内
司
法
組
織

(
t
h
e

最
終
審
の
判
決
に
よ
っ
て
既
に
閉
じ
ら
れ
た
手
続
を
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⑱
 

み
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
た
。

こ
う
し
て
、
そ
の
救
済
が
実
効
的
且
つ
十
分
な
救
済
と
な
り
う
る
か
否
か
、
を
尽
く
す
べ
き
救
済

そ
れ
で
は
手
続
上
の
手
段
は
ど
う
か
。
手
続
手
段
の
援
用
に
つ
い
て
、

の
主
張
を
立
証
す
る
た
め
に
不
可
欠
な
、
本
質
的
(
e
s
s
e
n
t
i
a
l
)
手
段
の
不
利
用
の
み
が
問
題
と
さ
れ
る
、

と
す
れ
ば
、

ボ
ル
ツ
ァ
ー
ノ
、

移
転
の
請
求
を
尽
く
す
べ
き
で
あ
る
と
し
た
。

府
を
相
手
ど
っ
て
提
出
さ
れ
た
申
立
（
二
四
五
•
五
七
）
に
お
い
て
、

⑱
 

ド
イ
ツ
連
那
共
和
国
の
救
済
手
段
も
尽
く
さ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
た
。

ア
ン
バ
チ
ェ
ロ
ス
事
件
に
お
い
て
仲
裁
委
員
会
は
、
請
求
人

と
い
わ
ば
但
し
書
を
つ
け
て

で
は
あ
っ
た
が
、
「
国
内
的
救
済
と
は
・
・
・
国
内
法
が
訴
訟
当
事
者
に
利
用
を
許
し
て
い
る
手
続
的
便
益
の
行
使
を
も
含
む
の
で
あ
る
」

⑭

⑮

 

と
述
べ
た
。
人
権
委
員
会
は
オ
ー
ス
ト
リ
ー
対
イ
タ
リ
ア
の
事
件
で
オ
ー
ス
ト
リ
ー
の
第
三
の
主
張
に
対
し
、
イ
タ
リ
ア
刑
事
訴
訟
法

に
よ
れ
ば
正
当
な
理
由
が
あ
れ
ば
管
轄
移
転
の
請
求

(
a
p
p
l
y

f
o
r
 
a
 c
h
a
n
g
e
 
o
f
 
v
e
n
u
e
 
o
n
 
t
h
e
 
g
r
o
u
n
d
 
o
f
 
l
e
g
i
t
i
m
a
t
e
 

「
問
題
の
請
求
は
相
当
の
成
功
の
見
込
み
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
、
破
毀
院
が
そ
れ
を
受
理
し
て
い
た

⑯
 

ト
レ
ン
ト
と
は
違
っ
た
雰
囲
気
で
裁
判
が
行
な
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
」
と
し
て
、
管
轄

最
後
に
、
特
殊
な
例
で
あ
る
が
、
ザ
ー
ル
が
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
に
合
併
さ
れ
る
一
五
日
前
の
五
六
年
―
二
月
一
五
日
に
ザ
ー
ル
政

⑰
 

ロ
ー

(
C
.
H
.
P. 
L
a
w
)

も
ふ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
合
併
後
の

①

R
e
q
u
e
t
e
 N
o
.
 2
5
2
/
5
7
,
 
d§cision 
d
u
 2
0
 juillet 
1
9
5
7
,
 
n
o
n
 p
u
b
l
i
e
e
;
 
cf. 
W
i
e
b
r
i
n
g
h
a
u
s
,
 L
a
 regle d
e
 l'epuisement p
r
e
a
l
a
b
l
e
 

d
e
s
 
voies 
d
e
 r
e
c
o
u
r
s
 internes 
d
a
n
s
 la 
j
u
r
i
s
p
r
u
d
e
n
c
e
 
d
e
 la 
C
o
m
m
i
s
s
i
o
n
 E
u
r
o
p
b
e
n
n
e
 d
e
s
 D
r
o
i
t
s
 d
e
 
l
'
H
o
m
m
e
,
 
A.F•D.I.

` 

1
9
5
9
,
 
p. 
6
9
2
.
 

s
u
s
p
i
c
i
o
n
)

が
で
き
、

の
唯
一
の
基
準
と
し
て
い
る
、

と
い
え
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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， 三
、
国
内
的
救
済
原
則
の
例
外

（
こ
れ
は
結
局
賛
成
一
五
、
反
対
―
-
、
棄
権
六
で

先
に
み
た
よ
う
に
、
国
家
の
提
供
す
る
救
済
手
段
は
一
応
実
効
的
で
あ
り
、
十
分
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
推
定
を
受
け
る
の
で
あ
る

か
ら
、
そ
う
で
な
い
場
合
を
検
討
す
る
こ
と
は
非
常
に
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
実
効
的
且
つ
十
分
な
救
済
と
い
う
も
の

の
よ
り
客
観
的
な
基
準
が
得
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

ン
ス
チ
チ
ュ
の
グ
ラ
ナ
ダ
会
期
の
議
論
も
煮
詰
っ
た
最
終
段
階
で
討
論
さ
れ
た
三
つ
の
原
則
不
適
用
の
場
合
、
即
ち
、
第
一
の
、
被
害

者
が
特
別
の
国
際
的
保
護
を
享
有
す
る
場
合
、
第
二
の
、
宣
言
的
判
決
を
求
め
る
場
合

否
決
さ
れ
、
ア
ン
ス
チ
チ
ュ
決
議
に
は
見
ら
れ
な
い
）
、
第
三
の
、
関
係
国
の
合
意
の
場
合
、
に
い
う
と
こ
ろ
の
例
外
は
「
原
則
の
外
部
に
あ
る

(exterieurs) 

こ
こ
で
い
う
「
原
則
の
例
外
」
と
は
、

「
無
駄
な
救
済
」
の
こ
と
で
あ
っ
て
、

ア

の
で
あ
り
、
他
方
、
無
効
果
と
か
不
十
分
と
い
う
観
念

(la
n
o
t
i
o
n
 
d'inefficacite 
o
u
 d'insuffisance)
は
原
則
の

①
 

内
部
的
条
件

(
u
n
e
c
o
n
d
i
t
i
o
n
 
interieure)

な
の
で
あ
る
」
と
ロ
ラ
ン

(H.
R
o
l
i
n
)

が
述
べ
、
ま
た
、
国
際
判
例
を
分
析
さ
れ
た

太
寿
堂
教
授
が
国
内
的
救
済
原
則
の
適
用
さ
れ
な
い
場
合
を
、
外
在
的
な
理
由
に
よ
る
も
の
と
、
内
在
的
な
理
由
に
よ
る
も
の
と
に
区

③
 

別
す
る
の
が
理
論
的
に
も
実
際
的
に
も
適
当
で
あ
る
と
鋭
く
指
摘
し
、
内
在
的
理
由
に
よ
る
適
用
の
除
外
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
も
の
の

こ
と
で
あ
る
。

A
n
n
u
a
i
r
e
 d
e
 
l'Institut 
d
e
 
Droit 
International, 1
9
5
6
,
 
p
p
.
 2
9
4
1
2
9
5
.
 

太
寿
堂
鼎
、
国
内
的
救
済
原
則
の
適
用
の
限
界
、
法
学
論
叢
、
第
七
六
巻
、
第
一
ー
ニ
号
、
七
四
頁
。

同
原
則
の
適
用
を
除
外
す
る
理
由
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ま
た
、

モ
ン
コ
ン
デ
ュ
イ
は
、

と
こ
ろ
で
救
済
が
「
不
十
分
」
で
あ
る
と
は
い
か
な
る
意
味
な
の
か
、
ま
た
「
無
効
果
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
。
太
寿
堂
教

①
 

授
は
双
方
を
含
め
て
「
無
駄
な
救
済
」
と
し
て
論
及
さ
れ
、
ま
た
、
皆
川
教
授
も
、
そ
の
綿
密
な
実
証
的
研
究
か
ら
な
る
「
国
際
訴
訟

序
説
」
の
中
で
、

「
救
済
方
法
は
存
在
し
て
い
て
も
、

そ
の
非
実
効
性

inefficacite
が
確
実
、

R
 

済
の
規
則
は
適
用
さ
れ
な
い
」
と
し
て
論
じ
て
お
ら
れ
る
。
と
す
れ
ば
ァ
ン
ス
チ
チ
ュ
の
決
議
が
「
実
効
的
且
っ
十
分
と
思
わ
れ
る
」

そ
し
て
、
人
権
委
員
会
決
定
の
中
に
も
み
ら
れ
る
こ
れ
ら
二
つ
の
語
の
間
に
は
、
そ
の
用
い
ら
れ
方
に
微
妙
な
差
が
あ
る
よ
う
に
思
え

る
。
人
権
委
員
会
の
決
定
を
分
析
す
る
論
者
た
ち
も
、

（
こ
こ
で

こ
の
点
に
注
目
し
て
か
、
例
え
ば
、
ヴ
ァ
ザ
ー
ク

(K.
V
a
s
a
k
)

は
、
「
救
済

は
申
立
の
目
的
に
対
し
て
十
分
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

(
L
e
s
r
e
c
o
u
r
s
 
d
o
i
v
e
n
t
 
etre 
a
d
e
q
u
a
t
s
 
a
 l'objet 
d
e
 la 
r
e
q
u
e
t
e
)
」

R
 

と
「
救
済
は
実
効
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
に
区
別
し
て
論
じ
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
理
事
会
の
人
権
局
の
覚
書

N
o
t
e
d
e
 
la 
Direction 
des 

Droits 
d
e
 l
'
H
o
m
m
e
,
 Conseil 
d
e
 l'Europe, Doc•H 

(
6
4
)
 1
,

も
同
様
の
態
度
を
と
る
が
、
こ
れ
は
ヴ
ァ
ザ
ー
ク
の
手
に
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
）

も
っ
と
も
、

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
委
員
会
」
と
題
す
る
著
書
の
中
で
、
申
立
の
許
容
要
件
と
し
て
の
国
内
的
救
済
原

則
を
扱
い
、
適
用
除
外
理
由
を
「
救
済
の
性
質
に
か
か
わ
る
理
由

(
L
e
s
r
a
i
s
o
n
s
 
t
e
n
a
n
t
 
a
 la 
n
a
t
u
r
e
 
d
u
 r
e
c
o
u
r
s
)
」

は
基
本
的
に
は
裁
判
所
の
無
管
轄
の
場
合
を
と
り
あ
げ
て
い
る
）
と
「
救
済
の
行
使
要
件
に
か
か
わ
る
理
由

(
L
e
s
r
a
i
s
o
n
s
 
d'ineflicacite 

t
e
n
a
n
t
 
a
u
x
 c
o
n
d
i
t
i
o
n
s
 
d
'
e
x
c
e
r
c
e
 
d
u
 r
e
c
o
u
r
s
)
」
と
に
団
i

郡
呼
す
る
（
し
か
し
、

inefficace
と
は
言
う
が
、

insuffisant
の
語
は
用
い

④
 

な
い
）
。

こ
れ
ら
を
み
て
も
必
ら
ず
し
も
判
然
と
し
な
い
が
、
請
求
の
対
象
に
対
し
て
は
十
分
で
あ
る
が
確
立
し
た
判
例

の
存
在
な
ど
の
理
由
に
よ
っ
て
実
効
的
で
な
い
場
合
と
、
請
求
の
対
象
そ
の
も
の
に
と
っ
て
不
十
分
で
あ
る
の
で
実
効
的
で
な
い
場
合

と
い
う
の
は
単
な
る
類
語
反
復
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

し
か
し
な
が
ら
、
ア
ン
ス
チ
チ
ュ
決
議
が
述
べ
、

国
際
判
例
も
用
い
て
き
た
、

明
白
で
あ
る
場
合
に
は
、
国
内
的
救
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ヨ
ー
ロ
ッ
。
ハ
人
権
条
約
と
国
内
的
救
済
原
則

内
的
救
済
が
尽
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
と
し
た
。

く
す
必
要
を
認
め
な
か
っ
た
が
、
更
に
、

と
が
あ
る
の
は
事
実
で
あ
り
、

一
般
に
承
認
さ
れ
た
国
際
法
原
則
に
従
っ
て
、
す
べ
て
の
国

「
ベ
ル
ギ
ー
政
府
自
身
が
認
め
て
い
る
よ
う
に
、

一
八
九
六
年
四
月
二
五
日
法
第
一
条
三
項

こ
れ
ら
は
性
格
の
違
う
適
用
除
外
理
由
と
み
な
さ
ね
ば
な
る
ま
い
。

太
寿
堂
鼎
、
前
掲
論
文
、
八
六
頁
以
下
。

皆
川
洸
、
「
国
際
訴
訟
序
説
」
（
昭
和
三
八
年
）

K. 
Vasak, 
op. 
cit., 
pp. 1
2
3
1
1
2
8
.
 

F. 
Monconduit, op. 
cit., 
pp. 3
2
0ー

3
2
6
.

一
五
五
頁
以
下
。

ド
・
ベ
ッ
カ
ー
事
件
に
お
い
て
、
前
述
の
よ
う
に
、
復
権
訴
訟

(action
e
n
 rehabilitation)

を
恩
恵
的
性
格
の
も
の
と
し
て
尽

か
ら
み
て
、
申
立
人
は
最
終
的
に
釈
放
さ
れ
た
の
ち
五
年
経
て
は
じ
め
て
、
即
ち
一
九
七
八
年
七
月
一
四
日
以
後
に
、

ま
た
ロ
ー
レ
ス
事
件
に
お
い
て
は
、

I
n
t
e
r
n
m
e
n
t
C
o
m
m
i
s
s
i
o
n
は
、
四

0
年
法
に
よ
る
拘
禁
理
由
を
審
査
し
、

な
う
権
限
は
有
し
て
い
る
が
、
損
害
補
償
に
関
す
る
管
轄
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
訴
訟
を
提

起
す
る
こ
と
が
で
き
る
に
す
ぎ
な
い
。
従
っ
て
い
ず
れ
に
し
ろ
、
こ
の
訴
訟
は
本
件
に
お
い
て
は
不
十
分

(insuffisan
te)

で
あ
る
こ

①
 

と
に
な
る
」
と
し
、
ま
た
、
ド
・
ベ
ッ
カ
ー
の
請
求
の
性
質
か
ら
み
て
、

釈
放
勧
告
を
行

こ
れ
を
尽
く
す
必
要
は
な
い
と
さ
れ
た
。
無
管
轄

と
い
う
こ
と
で
尽
く
す
必
要
な
し
と
さ
れ
た
も
の
に
ド
・
ベ
ッ
カ
ー
の
破
毀
院
へ
の
上
告
が
あ
る
。
破
毀
院
の
管
轄
を
定
め
る
法
律
に

よ
る
と
、
ベ
ル
ギ
ー
刑
法
第
―
二
三
条
の
六
に
よ
る
失
権
の
効
力
を
破
毀
院
で
は
争
う
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

④ ③ R ① 

山
救
済
が
請
求
の
目
的
に
対
し
て
不
十
分
で
あ
る
と
き
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R ① 
題
の
審
理
の
み
を
行
う
こ
と
が
で
き
、

と
い
え
よ
う
。

関
係
人
に
与
え
ら
れ
て
い
た
救
済
を
、

事
実
問
題
の
審
理
を
行
な
う
権
限
が
な
か
っ
た
の
で
、

一
般
に
承
認
さ
れ
た
国
際
法
諸
原
則
の
意
味
で
、

(the 

無
効
果
又
は
不
十
分
と
す
る
と
思
わ
れ
る

R

③

 

ま
た
五
五
年
の
オ
ー
ス
ト
リ
ー
国
家
条
約
第
二
六
条
一
項
に
関
連
し
た
申
立
、

X
対
オ
ー
ス
ト
リ
ー
で
は
、
現
在
フ
ラ
ン
ス
に
住
む

オ
ー
ス
ト
リ
ー
人
た
る
申
立
人
に
対
し
て
オ
ー
ス
ト
リ
ー
の
二
人
の
弁
護
士
が
与
え
た
「
国
家
条
約
は
、
個
人
の
権
利
を
創
り
出
す
に

を
欠
い
て
い
る
の
で
、

は
程
遠
く
、
単
な
る
国
家
間
の
義
務
の
源
泉
で
あ
る
に
す
ぎ
ず
、
オ
ー
ス
ト
リ
ー
の
裁
判
所
は
、
施
行
法
規

(
D
u
r
c
h
f
i
i
h
r
u
n
g
s
g
e
s
e
t
z
)

④
 

そ
の
遵
守
の
有
無
を
審
査
で
き
な
い
」
と
す
る
「
法
律
上
の
情
報
に
よ
っ
て
、
オ
ー
ス
ト
リ
ー
に
お
い
て
利
害

(
r
e
n
d
r
e
 v
r
a
i
s
e
m
b
l
a
b
l
e
m
e
n
t
 inefficaces et insuffisants) -
~
、
~
応iっ
-
」
‘そ
れ
ら
を
行
使
す
る
の
を
免
除
す
る

(
d
i
s
p
e
n
s
e
r

⑥
 

性
格
の
特
別
の
事
情
が
、
本
件
の
場
合
、
存
在
し
た
と
人
権
委
員
会
は
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
述
べ
る
。
こ
の
申
立
は
、
人
権
条

約
第
六
四
条
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
オ
ー
ス
ト
リ
ー
の
留
保
と
の
関
連
で
、
結
局
人
権
委
員
会
の
無
管
轄
を
宣
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、

国
内
裁
判
所
が
条
約
を
適
用
で
き
な
い
場
合
は
そ
の
こ
と
が
国
内
的
救
済
原
則
の
適
用
を
除
外
す
る
理
由
と
な
る
こ
と
を
示
し
て
い
る

尚
、
国
際
仲
裁
裁
判
で
い
え
ば
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
船
事
件
は
こ
こ
に
分
類
で
き
よ
う
。
同
事
件
の
場
合
上
訴
審
裁
判
所
は
、
法
律
問

明
ら
か
に
不
十
分
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、

「
控
訴
理
由
と
な
る
法
律
点

a
p
p
e
a
l
a
b
l
e
 
p
o
i
n
t
s
 
of 
l
a
w
)

…
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
微
発
が
な
か
っ
た
と
す
る

t
h
e
A
r
b
i
t
r
a
t
i
o
n
 
B
o
a
r
d

の
決
定
を
覆
え
す
に
は

⑥
 

こ
の
決
定
に
対
す
る
実
効
的
救
済
は
な
か
っ
た
。
」

Y
e
a
r
b
o
o
k
,
 vol. 
II, 
p. 
2
3
9
.
 

ォ
ー
ス
ト
リ
ー
国
家
条
約
第
二
六
条
一
項
「
オ
ー
ス
ト
リ
ー
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ー
に
お
け
る
財
産
、
権
利
又
は
法
律
上
の
利
益
が
、
一
九
三
八
年
三
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ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
と
国
内
的
救
済
原
則

原
告
の
先
に
用
い
た
救
済
手
段
か
ら
生
じ
た
結
果
と
同
一
の
結
果
し
か
生
ま
な
い
場
合
、
確
立
し
た
判
例
の
あ
る
場
合
、
裁
判
の
不

当
な
遅
延
の
場
合
、
そ
の
他
、
キ
。
フ
ロ
ス
事
件
の
よ
う
に
不
法
行
為
を
行
な
っ
た
官
吏
の
名
が
知
れ
ず
、

っ
て
訴
訟
を
行
な
え
な
い
場
合
等
の
理
由
で
、
救
済
が
無
効
果

(
i
n
e
f
f
i
c
a
c
e
)

用
除
外
理
由
と
な
る
。

(2) 

月
一
三
日
以
後
に
、
そ
の
所
有
者
の
人
種
的
血
統
又
は
宗
教
を
理
由
と
し
て
、
強
制
譲
渡

(transferts
f
o
r
c
e
s
)

又
は
強
制
管
理
措
置

(
m
e
s
u
r
e
s

d
e
 s
e
q
u
e
s
t
r
e
)
、
差
押
え

(saisie)

又
は
管
理

(
c
o
n
t
r
o
l
e
)

の
対
象
と
な
っ
た
す
べ
て
の
場
合
に
、
オ
ー
ス
ト
リ
ー
が
そ
れ
を
な
し
た
か
ぎ
り
、

前
記
の
財
産
を
原
状
に
復
し
、
前
記
の
権
利
、
利
益
及
び
そ
の
附
随
物

(leurs

accessoires)

を
回
復
す
る
こ
と
を
約
束
す
る
。
こ
の
原
状
回

復
又
は
復
権
が
不
可
能
で
あ
る
場
合
に
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ー
政
府
は
、
こ
の
措
置
に
よ
っ
て
受
け
た
損
失

(les
p
e
r
t
e
s
)

に
対
し
て
、
戦
争
に
よ

る
損
害

(
d
o
m
m
a
g
e
s

d
e
 
g
u
e
r
r
e
)

に
閲
し
て
オ
ー
ス
ト
リ
ー
国
民
に
も
等
し
く
与
え
ら
れ
る
ま
た
は
、
与
え
ら
れ
る
こ
と
の
あ
る
賠
償

(
i
n
d
e
m
n
i
t
e
)

と
同
一
の
哉
礎
に
立
っ
て
算
定
さ
れ
た
賠
償
を
支
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
」
（
芹
田
訳
）

®Requ~te 

N
o
.
 1
0
0
8
/
6
1
,
 
d
e
c
i
s
i
o
n
 
d
u
 5
 
m
a
r
s
 1
9
6
2
,
 

X
 c
o
n
t
r
e
 
A
u
t
r
i
c
h
e
,
 
C
o
l
l
e
c
t
i
o
n
 
o
f
 
D
e
c
i
s
i
o
n
s
,
 
N
o
.
 8
,
 
p
p
.
 6
4ー

6
7
.

尚
、
事
実
は
次
の
通
り
。
申
立
人
X
は
、

A
州
の
鉱
山
課

(
S
e
r
v
i
c
e

d
e
s
 
M
i
n
e
s
)

か
ら
、
四
三
地
区
に
お
け
る
鉱
脈
探
査
の
認
可
を
得
て
い

た
が
、
独
澳
合
併
後
ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
る
が
故
に
迫
害
を
受
け
、
収
容
所
に
監
禁
さ
れ
、
結
局
す
べ
て
の
鉱
脈
探
査
の
権
利

(droits

d
e
 
p
r
o
s
p
e
c
,
 

tion)

を
放
棄
し
て
の
ち
釈
放
さ
れ
、
以
後
フ
ラ
ン
ス
に
住
ん
で
い
る
。
同
人
は
、
何
度
と
な
く
、
復
権
又
は
補
償
を
求
め
て
、
オ
ー
ス
ト
リ
ー
当

局
に
訴
え
た
が
斥
け
ら
れ
て
い
た
。

Ibid.,
p
p
.
 6

4ー

6
5
.

⑨

Ibid., 
p. 
6
5
.
 

⑤

Ibid., 
p. 
6
7
.
 

®U•N. 

R. I. 
A. A., vol. 
III, 
p. 
1
5
4
3
.

尚
、
太
寿
堂
、
前
掲
論
文
、
九

0
頁
参
照
。

救
済
が
そ
の
他
の
理
由
で
無
効
果
で
あ
る
と
き

で
あ
る
と
き
に
は
、

か
と
い
っ
て
国
家
を
相
手
ど

そ
れ
ら
は
国
内
的
救
済
原
則
の
適
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て
ロ
ー
レ
ス
に
開
か
れ
て
い
る
か
か
る
新
た
な
手
続
は
、

一
、
既
判
事
項
で
あ
る
と
き

ロ
レ
ー
ス
対
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
事
件
に
お
い
て
人
権
委
員
会
は
次
の
よ
う
に
い
う
。

「
高
等
裁
判
所
が
ヘ
イ
ビ
ア
ス
・
コ
ー
パ
ス

(
h
a
b
g
s
cor_唸
us)
を
要
求
し
た
手
続
に
お
い
て
ロ
レ
ー
ス
の
請
求
を
斥
け
る
に
至
っ

た
理
由
は
、
誤
ま
れ
る
監
禁

(false
i
m
p
r
i
s
o
n
m
e
n
t
)
だ
と
す
る
手
続
に
お
い
て
も
、

の
拘
禁
に
関
し
て
行
な
わ
れ
る
他
の
い
か
な
る
通
常
の
共
和
国
裁
判
所
に
お
け
る
手
続
に
お
い
て
も
、
同
等
の
効
力
(
e
q
u
a
l
force) 

を
有
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
従
っ
て
、
四

0
年
法
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
拘
禁
に
関
し
て
通
常
の
共
和
国
裁
判
所
に
お
い

(ineffective 
r
e
m
e
d
i
e
s
)

と
み
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
ロ
ー
レ
ス
は
一
般
に
承
認
さ
れ
た
国
際
法
諸
原
則
に
よ
り

①
 

…
か
か
る
新
た
な
救
済
に
訴
え
る
必
要
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
」

ま
た
、
五
八
年
に
娘
の
後
見
を
郡
青
少
年
保
護
事
務
所

(
B
e
z
i
r
k
s
j
u
g
e
n
d
a
m
t)

か
ら
母
親
で
あ
る
自
分
の
手
に
戻
す
こ
と
を
求
め

て
、
郡
裁
判
所

(
B
e
z
i
rk
s
g
e
r
i
c
h
 t) 

新
た
な
訴
訟
を
お
こ
し
、

つ
い
で
地
方
裁
判
所

(
L
a
n
d
e
s
g
e
r
i
c
ht) 

「
新
た
な
事
実

(fait
n
o
u
v
e
a
u
)
」
が
な
い
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
に
却
下
さ
れ
、
三
度
目
の
訴
訟
を
行
な
い
、

郡
裁
判
所
に
「
既
判
事
項

(la
c
h
o
s
e
 j
u
g
e
e
)
」
と
さ
れ
、
地
方
裁
判
所
に
控
訴
し
、
係
属
中
で
あ
る
（
新
た
な
事
実
に
よ
る
事
態
の
変
化

R
 

が
な
い
こ
と
を
原
告
は
認
め
て
い
る
）
申
立
、

X
対
オ
ー
ス
ト
リ
ー
に
お
い
て
、

「
地
方
裁
判
所
の
裁
判
官
会
議

(le
P
r
e
s
i
d
i
u
m
)
 

り
返
し
で
あ
る
こ
と
、

に
斥
け
ら
れ
、
五
九
年
娘
の
保
護
監
督
を
要
求
す
る

の
オ
ー
ス
ト
リ
ー
司
法
省
に
宛
て
た
覚
書
・
・
・
が
、
新
し
い
事
実
の
な
い
こ
と
に

よ
り
、
控
訴
は
い
か
な
る
成
功
の
チ
ャ
ン
ス
も
な
い
と
述
べ
て
い
る
こ
と
、
従
っ
て
、
…
第
三
の
請
求
は
事
実
上
前
訴
の
単
な
る
繰

こ
れ
ら
の
事
情
に
よ
り
、
第
一
―
一
の
手
続
が
控
訴
裁
判
所
に
係
属
中
で
あ
る
と
い
う
事
情
は
、
申
立
人
が
一
般

合
理
的
な
成
功
の
見
込
み
を
与
え
る
も
の
で
は
な
く
、

ま
た
、

無
効
果
な
救
済

四
0
年
法
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
彼
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ョ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
と
国
内
的
救
済
原
則

と
、
第
二
に
、

「
エ
ス
ト
ニ
ア
の
訴
え
の
本
質
的
な
要
素
を
な
す
論
点
に
つ
い
て
、

出
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、

た
人
権
委
員
会
は
、

リ
ス
ア
ニ
ア
の
最
高
裁
判
所

(la
p
l
u
s
 
h
a
u
t
e
 

R
 

に
承
認
さ
れ
た
国
際
法
諸
原
則
に
よ
り
す
べ
て
の
国
内
的
救
済
を
尽
く
し
た
と
主
張
す
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
」
と
い
う
。

尚
前
述
の
よ
う
に
オ
ー
ス
ト
リ
ー
対
イ
タ
リ
ア
の
事
件
に
お
い
て
管
轄
移
転
の
請
求
も
尽
く
す
べ
き
救
済
で
あ
る
と
な
し
、
審
査
し

オ
ー
ス
ト
リ
ー
の
申
立
の
そ
の
部
分
を
国
内
的
救
済
不
完
了
を
理
由
に
非
許
容
と
し
た
が
、
ベ
ッ
ク
マ
ン

(A.

④
 

B
o
e
k
m
a
n
s
)

対
ベ
ル
ギ
ー
の
事
件
に
お
い
て
、

ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
控
訴
院
第
一
四
部
の
裁
判
長
に
む
け
た
批
判
は
破
毀
院
に
す
べ
て
提
a

R
 

「
本
件
に
お
い
て
は
国
内
的
救
済
は
尽
く
さ
れ
て
い
る
と
い
う
結
論
に
達
す
る
」
と
述
べ
た
。

①

Y
e
a
r
 bo
o
k
,
 
vol. 
II, 
p. 
3
1
8
.

尚
、
前
掲
拙
稿
（
上
）
、
一

0
五
ー
一
〇
七
頁
参
照
。

R
R
e
q
u
e
t
e
 N
o
.
 5
1
4
/
5
9
,
 
decision 
d
u
 5
 
janvier 1
9
6
0
,
 
Y
e
a
r
b
o
o
k
,
 
vol. 
III, 
pp. 1
9
7ー
｀

2
0
5
.

R
I
b
i
d
.
,
 p. 
2
0
3
.

他
の
理
由
（
条
約
二
七
条
二
項
）
で
非
許
容
と
さ
れ
た
。

@
R
e
q
u
e
t
e
 N
o
.
 1
7
2
7
 /
 62
,
 
A
u
g
u
s
t
e
 B
o
e
c
k
m
a
n
s
 c
o
n
t
r
e
 
la 
Belgique, 
decision d
u
 2
9
 o
c
t
o
b
r
e
 1
9
6
3
,
 
Collection of Decisions, 

N
o
.
 1
2
,
 
pp. 2
9
ー
6
0
.

こ
れ
も
非
許
容
と
さ
れ
た
。

R
I
b
i
d
.
,
 p. 
48. 

二
、
確
立
し
た
判
例
の
あ
る
と
き

パ
ネ
ヴ
ェ
ジ
ス
・
サ
ル
ヅ
テ
ィ
ス
キ
ス
鉄
道
事
件
に
お
い
て
、
被
告
国
家
リ
ス
ア
ニ
ア
が
第

二
の
抗
弁
と
し
て
国
内
的
救
済
不
完
了
の
抗
弁
を
提
出
し
た
の
に
対
し
、
原
告
国
家
エ
ス
ト
ニ
ア
は
次
の
二
つ
の
理
由
で
国
内
的
救
済

原
則
が
本
件
に
適
用
さ
れ
な
い
と
反
論
し
た
。
第
一
に
、

リ
ス
ア
ニ
ア
の
裁
判
所
は
本
件
の
よ
う
な
訴
訟
を
受
理
す
る
権
限
が
な
い
こ

i
n
s
t
a
n
c
e
 judiciaire 
e
n
 L
i
t
h
u
a
n
i
e
)

が
エ
ス
ト
ニ
ア
の
会
社
の
請
求
に
不
利
な

(
q
u
i
d
o
n
n
e
 
tort 

a,___,)
決
定
を
既
に
行
な
っ
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人
権
委
員
会
は
、

ろ。 と
述
べ
、
審
理
を
な
し
第
一
一
の
点
に
つ
い
て
、
最
後
に
、

「
こ
れ
ら
の
主
張
の
十
分
な
根
拠

(
b
i
e
n
,
f
o
n
d
e
)

が
立
証
さ
れ
る
な
ら
ば
、

ら
な
い
。
実
際
、
も
し
国
内
裁
判
所
が
決
定
を
下
す
こ
と
が
で
き
る
状
態
に
な
い

etre 
la 
repetition) 

の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
ら
に
訴
え
る
必
要
は
あ
り
得
な
い
し
、
も
し
、
結
果
が
既
に
な
さ
れ
た
決
定
の
繰
り
返
し
に
相
違
な
い

(doit

①
 

の
で
あ
れ
ば
、
も
は
や
も
う
一
度
そ
れ
ら
に
訴
え
る
必
要
は
な
い
」

「
エ
シ
メ
ネ
会
社

(
S
o
c
i
e
t
e
E
s
i
m
e
n
e
)

の
提
起
し
た
訴
訟
に
対
し
て
い
か
な
る
成
功
の
望
み
も
与
え
な
い
よ
う
な
リ
ス
ア
ニ
ア
裁

R
 

判
所
の
確
立
し
た
判
例

(
j
u
r
i
s
p
r
u
d
e
n
c
e
c
o
n
s
t
a
n
t
e
)

に
直
面
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
は
何
も
な
い
」
と
し
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
確
立
し
た
判
例
が
あ
っ
て
勝
訴
の
見
込
み
の
な
い
場
合
に
は
国
内
的
救
済
原
則
が
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い

申
立
（
二
七
・
五
五
）
で
は
、R

 

(
j
u
r
i
s
p
r
u
d
e
n
c
e
 
b
i
e
n
 
etablie)
」
を
指
摘
す
る
。
ま
た
、
イ
ソ
ッ
プ

(
I
s
o
p
)

対
オ
ー
ス
ト
リ
ー
の
決
定
の
中
で
、

適
用
除
外
の
理
由
と
な
る
事
情
と
し
て
「
た
と
え
ば
十
分
に
確
立
さ
れ
た
判
例

「
オ
ー
ス
ト
リ
ー
憲
法
裁
判
所
は
、
六

0
年
六
月
二
七
日
の
判
決
の
中
で
『
詳
細
な
民
事
・
刑
事
手
続
の
司
法
体
系
に
比
較
す
れ
ば

（
人
権
条
約
）
第
六
条
に
含
ま
れ
る
若
干
の
観
念
が
精
確
さ

(precision)

を
欠
い
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
第
六
条
は
、
立
法
者

は
確
か
に
履
行
し
、
尊
敬
せ
ね
ば
な
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
れ
自
体
直
ち
に
適
用
可
能
な
権
利
と
は
な
ら
な
い
と
こ
ろ
の
原
則
の
宣

言
に
す
ぎ
な
い
、
と
い
う
考
え
に
達
す
る
』
と
は
っ
き
り
と
述
べ
た
。
従
っ
て
、
申
立
人
が
オ
ー
ス
ト
リ
ー
裁
判
所
に
お
け
る
手
続

て
い
た
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
常
設
国
際
司
法
裁
判
所
は
、

(
n
e
 s
o
n
t
 p
a
s
 a
 m
e
m
e
 d
e
 p
o
u
v
o
i
r
 s
t
a
t
u
e
r
)
 

リ
ス
ア
ニ
ア
の
第
二
の
抗
弁
を
却
下
し
な
け
れ
ば
な



- 63 -

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
と
国
内
的
救
済
原
則

erstattungsgericht 
(
財
産
返
還
に
関
す
る
最
高
の
裁
判
所
）
の
判
例
を
含
む
判
例
に
よ
っ
て
今
後
問
題
が
決
定
さ
れ
、
補
償
局
も
地
方
裁

判
所
も
そ
れ
に
従
う
だ
け
で
あ
る
か
ら
、
利
害
関
係
人
に
開
か
れ
て
い
る
す
べ
て
の
国
内
的
救
済
を
尽
く
す
こ
と
は
時
間
と
金
の
不
当

「
控
訴
審
判
決
が
法
も
し
く
は
連
邦
裁
判
所
の
判
例
の
範
囲
に
明
ら
か
に
従
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
容
易
に
わ
か
る
と
き
は
、
上
告

(Revision)
の
不
承
認

(
N
i
c
h
t
z
u
l
a
s
s
u
n
g
)
を
不
服
と
す
る
訴
え

(
B
e
s
c
h
w
e
r
d
e
)
を
な
せ
ば
、

弁
護
人
の
重
大
な
過
ち
と
な
り
得
る
」
と
い
う
六

0
年
一
月
一
五
日
の
連
邦
裁
判
所
判
決
を
あ
げ
、
国
内
で
そ
れ
以
上
に
手
続
を
進
め

る
と
刑
事
有
罪
判
決

(
u
n
e
c
o
n
d
a
m
n
a
t
i
o
n
 p
e
n
a
l
e
)
を
受
け
る
危
険
が
あ
る
と
主
張
し
た
。

申
立
（
二
七
・
五
五
）
の
許
容
性
に
関
し
て
決
定
し
た
五
六
年
五
月
三
一
日
以
来
、

一
般
に
承
認
さ
れ
た
国
際
法
諸
原
則
に
よ
れ
ば
、
国
内
的
救
済
の
完
了
を
免
除
す
る
性
格
を
も
つ
特
殊
な
事
情
と
な
り
得
る
こ

と
を
認
め
て
き
た
こ
と
を
思
い
起
こ
す
に
と
ど
め
る

(
A
n
n
u
a
i
r
e
,
I, 

p. 
139---c. £
.
 

e
g
a
l
e
m
e
n
t
:
 
affaire d
u
 C
h
e
m
i
n
 d
e
 fer 

が
ヽ 「

人
権
委
員
会
は
、

な
浪
費
で
あ
る
。
更
に

D
は、

こ
の
事
件
に
お
い
て
申
立
人
た
ち
は
次
の
よ
う
に
主
張
す
る
。

な
い
と
主
張
し
、
人
権
委
員
会
は
こ
れ
を
認
め
た
。

A
.
B
•
D
.
E

も

R

の
地
方
裁
判
所

(
L
a
n
d
g
e
r
i
c
h

t) 

と
述
べ
、

そ
し
て
、

連
邦
裁
判
所

(
B
u
n
d
e
s
g
e
r
i
c
h
t
h
o
f
)
 

④
 

で
第
六
条
を
援
用
す
る
こ
と
は
決
し
て
実
効
的
救
済
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
」

0
)
に
お
い
て
も
、
申
立
人
た
ち
の
弁
護
人
は
、

C
が
補
償
局

(
W
i
e
d
e
r
g
u
t
m
a
c
h
u
n
g
s
a
m
t
)
の
決
定
を
法
的
に
争
わ
な
か
っ
た
し

の
判
決
に
対
し
て
上
訴
し
な
か
っ
た
が
、

オ
ー
ス
ト
リ
ー
国
民
A
そ
の
他
四
人
が
、

十
分
に
確
立
し
た
判
例

及
び

O
b
e
r
s
t
e
s
R
u
c
kー

国
内
的
救
済
不
完
了
と
は
な
ら

ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
を
相
手
ど
っ
て
行
な
っ
た
申
立
（
八
九
九
•
六
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ま
た
で
き
る
だ
け
本
件
と
比
較
し
う
る
も
の
で
あ
り
、
五 具

裁
判
拒
否
に
等
し
い

P
a
n
e
v
e
z
y
s
-
S
a
l
d
u
t
i
s
k
i
s
,
 
C. P
.
 J. I., 
S
e
r
i
e
 
A
/
B
 N
o
.
 76, 
p
p
.
 

1
8ーー

1
9
;
 affaire 
J
o
h
n
s
o
n
,
 
R
e
c
u
e
i
l
 
d
e
 L
a
p
r
a
d
e
l
l
e
 

e
t
 
Politis, 
II, 
p
p
.
 

5
9
3ー

5
9
4
;
A
n
n
u
a
i
r
e
 d
e
 l'Institut 
d
e
 D
r
o
i
t
 
I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
,
 
V
o
l
.
 
4
5
,
 
N
o
.
 2, 
p
p
.
 

2
9
 e
t
 
5
9
)
。

D
は
そ
の
努
力
を
前
も
っ
て
失
敗
に
帰
せ
し
め
る
確
立
し
た
判
例
が
ド
イ
ツ
共
和
国
の
中
に
存
在
す
る
こ
と
を
立
証
し
た
と
思
わ
れ

R
 

る。」

①

A
子
aire
d
u
 C
h
e
m
i
n
 d
e
 f
e
r
 
P
a
n
e
v
e
z
y
s
,
S
a
l
d
u
t
i
s
k
i
s
,
 
S
e
r
i
e
 
A
/
 B
 N
o
.
 76, 
p. 
18. 

③

Ibid., 
p. 
21.

尚
、
太
寿
堂
、
前
掲
論
文
、
八
六
ー
八
八
頁
参
照
。

R
D
含
i
s
i
o
n
r
e
n
d
u
e
 
le 
3
1
 m
a
i
 1956, 
Y
e
a
r
b
o
o
k
,
 vol. 
I, 
p. 
139. 

@
A
p
p
l
i
c
a
t
i
o
n
 N
o
.
 8
0
8
/
6
0
,
 
I
S
O
P
 a
g
a
i
n
s
t
 
A
u
s
t
r
i
a
,
 
D
e
c
i
s
i
o
n
 o
f
 
8
t
h
 
M
a
r
c
h
 1962, 
Y
e
a
r
b
o
o
k
,
 vol. 
V, p
p
.
 
1
2
0
1
1
2
2
.
 

R
R
e
q
u
e
t
e
 N
o
.
 8
9
9
/
6
0
,
 
A
 et 
c
o
n
s
o
r
t
s
 
c
o
n
t
r
e
 
R. F
.
 A., 
d
e
c
i
s
i
o
n
 
d
u
 9
 m
a
r
s
 1962, 
Y
e
a
r
b
o
o
k
,
 vol. 
V, p. 
145.

尚
四
、
こ
の
中
T

立
は
他
の
理
由
で
非
許
容
と
さ
れ
た
。

三
、
裁
判
の
不
当
な
遅
延
の
と
き

前
述
し
た
申
立
（
二
七
・
五
五
）

に
お
い
て
、
人
権
委
員
会
は
「
現
在
の
と
こ
ろ
、

い
か
な

る
不
当
な
手
続
の
遅
延
も
生
じ
て
い
な
い
」
と
述
べ
、
こ
の
理
由
が
同
原
則
適
用
除
外
理
由
と
な
る
こ
と
を
示
し
、
ま
た
、
同
様
に
、

①
 

ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
を
訴
え
た
申
立
（
ニ
ニ
ニ
・
五
六
）
に
お
い
て
、
被
告
政
府
の
国
内
的
救
済
不
完
了
の
抗
弁
に
対
し
て
、
申
立
人

は
第
一
に
連
邦
憲
法
裁
判
所
へ
の
訴
え
は
尽
く
す
べ
き
救
済
手
段
で
は
な
い
（
こ
れ
に
対
す
る
人
権
委
員
会
の
決
定
は
前
述
）
、
第
二
に
代

替
的
に
、
適
用
除
外
理
由
と
し
て
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
お
け
る
手
続
が
異
常
に
長
く
(
l
e
n
t
e
u
r
a
n
o
r
m
a
l
)
、

＠
 

と
主
張
し
た
。
人
権
委
員
会
は
、
こ
の
代
替
的
主
張

(
t
h
e
s
e
s
u
b
s
i
d
i
a
i
r
e
)

を
支
持
す
る
た
め
に
「
一
般
的
状
況
で
は
な
く
て
、

体
的
且
つ
特
定
的

(
d
e
s
c
a
s
 
c
o
n
c
r
e
t
s
 
e
t
 
d
e
t
e
r
m
i
n
e
s
)

で
あ
っ
て
、
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ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
と
国
内
的
救
済
原
則

述
べ
、
相
当
の
期
間
と
い
う
こ
と
を
申
し
立
て
て
い
る
が
、

判
所

(
O
b
e
r
l
a
n
d
e
s
g
e
r
i
c
h
t
)

こ
と
で
予
審

(
i
n
s
t
r
u
c
t
i
o
n
)

に
訴
え
た
が
、

の
開
始
を
求
め
て
却
下
さ
れ
、

に
つ
い
て
も
決
定
を
下
し
て
い
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
人
権
委
員
会
は
い
う
。

従
っ
て
、
合
憲
性
裁
判
を
無
効
果
も
し
く
は
不
十
分
で
あ
る
と
結
論
し
う
る
ほ
ど
の
、

一
般
に
承
認

事
件
が
係
属
中
で
あ
る
こ
と
を

こ
れ
に
対
し
て
人
権
委
員
会
は
、
人

一
年
の
連
邦
憲
法
裁
判
所
法
を
改
正
し
た
五
六
年
七
月
―
二
日
法
の
効
力
発
生
以
後
の
事
件
に
言
及
す
る
証
拠
手
段
」
を
提
供
す
る
よ

う
求
め
た
。
申
立
人
の
弁
護
人
は
類
似
の
二
事
件
に
言
及
し
た
。
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
ニ
ー
三
年
後
も
、
本
案
に
つ
い
て
も
仮
措
置

「
こ
の
二
つ
の
例
は
、
人
権
委
員
会
の
考
え
に
よ
れ
ば
、
国
内
的
救
済
完
了
に
適
用
さ
れ
る
一
般
に
承
認
さ
れ
た
国
際
法
諸
原
則
に

一
般
に
承
認
さ
れ
た
国
際
法
諸
原
則
に
よ
れ
ば
手
続
の
遅
延
は
合
憲
性

R
 

裁
判
を
尽
く
す
義
務
を
免
れ
さ
せ
る
特
殊
事
情
と
な
る
、
と
い
う
こ
と
を
立
証
し
な
か
っ
た

(
n
'
a
p
a
s
 etabli)
。」

以
上
二
つ
の
申
立
に
対
し
て
は
、
人
権
委
員
会
は
そ
の
手
続
規
則
四
五
条
に
よ
っ
て
被
告
政
府
に
申
立
の
許
容
性
に
関
し
て
書
面
に

④
 

よ
る
意
見

(
o
b
s
e
r
v
a
t
i
o
n
)
を
求
め
て
審
査
し
た
の
で
あ
る
が
、
被
告
政
府
の
意
見
書
を
求
め
る
こ
と
な
く
審
査
し
却
下
し
た
も
の
の

中
で
、
例
え
ば
申
立
（
―
-
五
•
五
五
）
は
五
一
年
に
、
四
九
年
―
一
月
か
ら
五

0
年
九
月
ま
で
恣
意
的
に
監
禁
さ
れ
虐
待
を
受
け
た

五
五
年
に
再
び
予
審
の
終
結
命
令
が
あ
り
、
五
六
年
に
は
上
級
地
方
裁

「
五
一
年
の
最
初
の
訴
え
以
来
費
さ
れ
た
相
当
の
期
間

(delai

c
o
n
s
i
d
e
r
a
b
l
e
)

に

鑑
み
」
、
同
裁
判
所
の
決
定
を
待
っ
こ
と
な
く
人
権
委
員
会
の
審
査
を
要
求
し
た
も
の
で
あ
る
。

権
条
約
の
効
力
発
生
（
五
三
年
）
以
前
に
つ
い
て
時
間
的
に

(
r
a
t
i
o
n
e
t
e
m冷
0ris)

非
許
容
と
し
、

さ
れ
た
国
際
法
諸
原
則
に
一
致
し
な
い
取
扱
い
を
受
け
た
、

「
し
か
し
な
が
ら
、
申
立
人
が
司
法
的
保
護
秩
序
の
中
で
、

R
 

と
は
書
類
審
査
か
ら
は
い
え
な
い
」
と
い
う
。

証
す
る
証
拠
と
は
看
倣
さ
れ
な
い
。
従
っ
て
、
申
立
人
は
、

過
度
の
遅
延

(
l
e
n
t
e
u
r
e
x
c
e
s
s
i
v
e
)

を
立
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① 
な
い
と
し
て
も
、

一
九
七
八
年
以
降
で
な
け
れ
ば

従
っ
て
こ
れ
ら
か
ら
し
て
、
人
権
委
員
会
が
裁
判
の
遅
延
を
国
内
的
救
済
原
則
の
適
用
除
外
理
由
と
看
倣
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い

一
体
ど
れ
ほ
ど
の
遅
延
が
あ
れ
ば
そ
の
国
内
的
救
済
を
尽
く
さ
な
い
で
よ
い
と
認
定
さ
れ
る
の
か
は
明
ら
か
で
は
な

い
。
少
く
と
も
ニ
ー
三
年
の
遅
延
は
理
由
と
な
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。
前
述
の
モ
ン
コ
ン
デ
ュ
イ
は
、

R
 

ド
・
ベ
ッ
カ
ー
が
復
権
訴
訟
を
行
な
う
こ
と
が
で
ぎ
な
い
と
い
う
の
を
こ
こ
で
取
り
上
げ
て
い
る
。

R
e
q
u
e
t
e
 N
o
.
 2
2
2
/
5
6
,
 
decision 
d
u
 8
 
janvier 1
9
5
9
,
 

X
 contre 
R. F. 
A., 
Y
e
a
r
b
o
o
k
,
 
vol. 
II、
p
p
.
3
4
4
|ー

3
5
2
.

―
十
八
五
去
ハ
年
_
―
―

月
三
日
に
提
出
さ
れ
た
こ
の
申
立
の
事
実
及
び
主
張
は
次
の
通
り
。

申
立
人
X
は
、
五
六
年
五
月
二
二
日
、

F
r
e
i
e
D
e
u
t
s
c
h
e
 J
u
g
e
n
d
 
(
F
D
J
)
及
び

K
o
m
m
u
n
i
s
t
i
s
c
h
e
Partei 
D
e
u
t
s
c
h
l
a
n
d
s
 
(K. P•D.) 

の
違
憲
活
動
に
朧
員
と
し
て
参
加
し
て
い
た
廉
で
逮
捕
さ
れ
、
以
後
予
防
拘
禁
に
置
か
れ
た
。
こ
れ
よ
り
先
、
五
一
年
六
月
二
六
日
に
、F•
D
.

J
は
連
邦
政
府
に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
禁
止
決
定
は
、
五
四
年
七
月
一

0
日
に
、
連
邦
行
政
裁
判
所
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
て
い
た
。
五

六
年
八
月
一
八
日
に
地
方
裁
判
所
へ
、
九
月
―
一
日
に
は
上
級
地
方
裁
判
所
に
仮
釈
放
を
求
め
る
訴
え
を
出
す
も
斥
け
ら
れ
た
。
尚
、
同
年
八
月
一

七
日
に
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
よ
っ
て
、

K
P
D
が
違
憲
団
体
と
さ
れ
、
解
散
、
禁
止
の
判
決
が
あ
っ
た
。
五
七
年
一
月
二
五
日
、
ド
イ
ツ
刑
法

九
0
条
固
項
が
適
用
さ
れ
、
懲
役
二
年
並
び
に
職
員
と
し
て
受
け
た
俸
給
の
mjfl

に
あ
た
る
額
、
七
二
五
O
D
M
の
没
収
を
地
方
裁
判
所
判
決
。
五
七

年
六
月
二
六
日
、
連
邦
裁
判
所
、
没
収
措
置
に
関
す
る
点
で
、
地
方
裁
判
所
判
決
を
破
棄
、
差
し
反
す
。
同
年
八
月
一
三
日
地
方
裁
判
所
判
決
。
同

年
―
一
月
五
日
、
連
邦
裁
判
所
、
再
度
の
上
訴
を
根
拠
不
十
分
と
し
て
却
下
。
五
八
年
一
月
八
日
、
刑
期
半
ば
に
し
て
申
立
人
釈
放
さ
る
。

山
立
人
は
人
権
委
員
会
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
主
張
す
る
。
第
一
、
未
決
拘
留
期
間
が
長
す
ぎ
る
。
第
二
、
拘
禁
中
の
食
糧
が
不
十
分
で
栄
養
不

足
、
第
三
、
国

F
D
I
の
た
め
に
働
い
て
い
た
の
は
五
四
年
七
月
一

0
日
以
前
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、

K
P
D
の
た
め
の
活
動
は
五
六
年
八
月
一

七
日
以
前
で
あ
る
が
故
に
、
彼
に
対
す
る
有
罪
判
決
は
「
法
律
な
け
れ
ば
刑
罰
な
し
」

(mulla
冷

o
e
n
a
sine 
lege)
の
原
則
に
違
反
し
て
い
る
。
固

彼
が
k
P
D
瞭
員
と
し
て
働
い
て
い
る
と
き
は
、
同
党
は
連
邦
議
会
に
代
表
を
送
り
、
ま
た
国
家
自
体
投
票
用
紙
に
同
党
の
名
を
記
し
、
同
党
代
議

士
に
は
議
員
歳
費
を
与
え
て
い
た
こ
と
を
強
調
c
単
な
る
同
党
の
職
員
と
し
て
の
活
動
を
非
熊
し
え
な
い
と
し
、
第
四
に
、
以
上
の
こ
と
か

ら
、
人
権
条
約
四
、
五
、
六
、
七
、
八
、
九
、
一

0
、
一
―
及
び
一
四
条
違
反
で
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
主
張
の
ほ
と
ん
ど
に
対
し
、
人
権
委
員
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ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
樅
条
約
と
国
内
的
救
済
原
則

口
同
原
則
の
適
用
除
外
と
な
ら
な
い
理
由

で
き
な
い
場
合
も
、
適
用
除
外
理
由
と
な
る
。

会
は
例
え
ば
、
約
八
ヶ
月
に
わ
た
る
未
決
拘
留
期
間
に
つ
い
て
は
、
事
件
の
複
雑
さ
か
ら
し
て
異
常
に
長
い
と
は
看
倣
さ
れ
な
い
し
、
刑
の
計
算
に

関
し
て
考
慮
さ
れ
て
い
る
、
な
ど
の
よ
う
に
、
条
約
二
七
条
二
項
に
よ
っ
て
根
拠
不
十
分
と
し
て
非
許
容
と
し
た
が
、
ド
イ
ツ
刑
法
九
0
条
固
項
①

号
並
び
に
③
号
の
適
用
を
争
う
部
分
に
関
し
て
、
国
内
的
救
済
原
則
を
問
題
に
し
た
。
被
告
政
府
が
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
救
済
を
尽
く
し
て
い
な
い

と
い
う
抗
弁
を
提
出
し
た
か
ら
で
あ
る
。

R
I
b
i
d
.
,
 p
p
.
 3
4
8
-
3
4
9
.
 

R
I
b
i
d
.
,
 pp. 3
5
0ー

3
5
1
.

④
委
員
会
に
お
け
る
審
査
手
続
に
つ
い
て
、
前
掲
拙
稿
（
上
）
、
八
九
—
九
一
頁
参
照
。

⑤

Y
e
a
r
b
o
o
k
,
 vol. 
I, 
pp. 
1
3
7
|
1
3
8
.
 

R

F

.

 Mo
n
c
o
n
d
u
i
t
,
 
op. 
cit., 
p. 
3
2
5
 

四
、
そ
の
他
に
、

キ
プ
ロ
ス
事
件
に
お
け
る
よ
う
に
、
犯
人
の
身
元
確
認
の
た
め
の
情
報
が
な
い
た
め
に
、
訴
訟
を
行
な
う
こ
と
が

申
立
(
-
三
ニ
・
五
六
）
に
お
い
て
、
被
告
政
府
が
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
お
け
る
救
済
が
尽
く
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
抗
弁
を
提
出

①
 

し
た
こ
と
に
対
す
る
第
三
の
反
論
と
し
て
、
官
報
(
B
u
n
d
e
s
g
e
s
e
t
z
h
a
 tt)
に
掲
載
さ
れ
た
条
約
二
六
条
は
「
通
常
の
国
内
的
救
済
の
手

段」

(
v
o
i
e
s
d
e
 r
e
c
o
u
r
s
 
i
n
t
e
r
n
e
s
 o
r
d
i
n
a
i
r
e
s
,
 "
i
n
n
e
r
s
t
a
a
t
l
i
c
h
e
s
 R
e
c
h
t
s
m
i
t
t
e
l
v
e
r
f
a
h
r
e
n
"
)
と
い
っ
て
お

9
、

・
刑
事
の
事
項
に
関
し
て
適
用
さ
れ
る
手
続
の
意
味
で
あ
っ
て
、

こ
れ
は
民
事

こ
の
中
に
は
合
憲
性
裁
判
は
含
ま
れ
な
い
。
ま
た
こ
の
ド
イ
ツ
語
テ

キ
ス
ト
を
読
む
者
に
、
尽
く
す
べ
き
救
済
に
は
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
救
済
も
含
ま
れ
る
の
だ
と
理
解
す
る
こ
と
を
期
待
し
え
な
い
、
と
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に
対
し
て
人
権
委
員
会
は
、

「
官
報
に
発
表
さ
れ
た
ド
イ
ツ
語
テ
キ
ス
ト
は
正
文
で
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
テ
キ
ス
ト
に
お
け
る
条
約
二
六
条
の
起
草
上

R
 

の
相
違

(la
difference 
d
e
 r
e
d
a
c
t
i
o
n
)

は
、
合
憲
性
裁
判
を
行
う
義
務
を
免
除
す
る
特
殊
な
事
情
と
し
て
保
持
し
え
な
い
」
と

R

④

 

自
己
の
落
度
、
即
ち
、
尽
く
す
べ
き
救
済
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
り
、
裁
判
所
の
管
轄
範
囲
に
対
す
る
無
知
は
、
勿
論
国
内

的
救
済
原
則
の
適
用
除
外
理
由
と
は
な
ら
な
い
し
、
既
に
検
討
し
て
ぎ
た
こ
と
に
よ
り
分
る
こ
と
で
あ
る
が
、
成
功
の
有
無
に
関
す
る

⑥
 

単
な
る
主
観
的
判
断
も
適
用
を
除
外
す
る
事
情
と
は
な
ら
な
い
。

例
え
ば
申
立
(
-
―
―
―
-
．
六
一
）

ダ
当
局
か
ら
得
て
、

A
及
び

B
の
印
刷
所
で
働
い
て
い
た
が
、
六
一
年
五
月
一

0
日
解
雇
さ
れ
、
二
六
日
に
は
警
察
に
お
い
て
旅
券
の

没
収
を
受
け
、
指
紋
を
と
ら
れ
、

は
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
生
れ
の
イ
タ
リ
ア
人
が
六
二
年
一
月
一
日
ま
で
と
い
う
許
可
を
オ
ラ
ン

た
だ
単
に
オ
ラ
ン
ダ
国
内
に
居
て
も
ら
い
た
く
な
い
好
ま
し
か
ら
ざ
る

(
u
n
d
e
s
i
r
a
b
l
e
)

人
物
で
あ

る
と
い
う
理
由
の
み
を
告
げ
ら
れ
た
の
み
で
逮
捕
、
拘
禁
さ
れ
、
国
外
追
放
さ
れ
た
こ
と
、
ま
た
、

そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
退
職
金
制
度

へ
の
支
払
分
の
返
還
を
得
る
権
利
そ
の
他
を
失
っ
た
こ
と
等
を
主
張
し
て
、
オ
ラ
ン
ダ
を
相
手
ど
っ
て
申
立
て
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ

「
オ
ラ
ン
ダ
法
は
、
国
外
追
放
そ
れ
自
体
を
争
い
得
る
特
別
な
手
続
を
定
め
て
は
い
な
い
が
、
オ
ラ
ン
ダ
法
の
一
般
原
則
に
よ
れ
ば

彼
の
拘
禁
及
び
そ
れ
に
続
く
国
外
追
放
は
、
そ
の
措
置
に
対
し
て
責
任
を
有
す
る
官
憲
の
権
限
濫
用
を
な
す
も
の
で
あ
る
と
し
て
裁

⑥
 

判
所
に
訴
訟
を
お
こ
す
可
能
性
は
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
申
立
人
は
こ
の
可
能
性
を
利
用
し
な
か
っ
た
」
と
し
て
、

゜

ぷ
ノ

．ヽし 申
し
立
て
た
の
に
対
し
て
人
権
委
員
会
は
、
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⑦ ⑥ R ④ ③ R ① 

ョ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
と
国
内
的
救
済
原
則

「
彼
に
利
用
を
許
さ
れ
て
い
る
こ
の
救
済
の
存
在
に
つ
い
て
の
申
立
人
の
無
知
に
よ
っ
て
は
国
際
法
諸
原
則
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
て

⑦
 

い
る
義
務
を
免
れ
さ
せ
る
こ
と
は
決
し
て
で
き
な
い
」
と
述
べ
、
国
内
的
救
済
不
完
了
で
あ
る
と
し
た
。
ま
た
、
オ
ラ
ン
ダ
人
が
オ

ラ
ン
ダ
を
訴
え
た
申
立

(
-
0
九
四
・
六
一
）
で
は
、
査
定
額

(
a
s
s
e
s
s
a
b
l
e
a
m
o
u
n
t
)

に
関
し
て
は
、
t
h
e
A
p
p
e
a
l
 C
o
u
n
c
i
l
 (
R
e
a
d
 

v
a
n
 B
e
r
o
e
p
)

に
、
税
率
の
適
用
に
関
し
て
は

t
h
e
C
o
u
r
t
 o
f
 A
r
b
i
t
r
a
t
i
o
n
 o
n
 c
a
p
i
t
a
l
 g
a
i
n
s
 t
a
x
e
s
 
(
S
c
h
e
i
d
s
g
e
r
e
c
h
t
 v
o
o
r
 

d
e
 v
e
r
m
o
g
e
n
s
 
a
a
n
w
a
s
 be
l
a
s
t
i
n
g
)

に
訴
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
申
立
人
は

t
h
e
C
o
u
r
t
 o
f
 A
r
b
i
t
r
a
t
i
o
n
に

R
 

訴
え
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
人
権
委
員
会
は
こ
れ
に
対
し
て
言
う
。

「
申
立
人
が

t
h
e
C
o
u
r
t
 o
f
 A
r
b
i
t
r
a
t
i
o
n
に
訴
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
査
定
そ
の
も
の
に
対
し
て
有
効
な
異
議
を
提
起
し
た
と
い
う

誤
っ
た
印
象

(
f
a
l
s
e

i
m
p
r
e
s
s
i
o
n
)
 
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
、

従
っ
て
救

は
看
倣
し
え
な
い
。
申
立
人
は
受
訴
裁
判
所
の
制
限
さ
れ
た
管
轄

(
t
h
e
r
e
s
t
r
i
c
t
e
d
 
c
o
m
p
e
t
e
n
c
e
)

を
理
解
で
き
ず
、
他
の
利
用

可
能
な
救
済
に
つ
い
て
知
ら
な
か
っ
た
と
い
う
た
だ
そ
れ
だ
け
の
こ
と
で
こ
の
印
象
を
も
つ
に
至
っ
た
と
思
わ
れ
る
j
o

R
 

済
を
尽
く
し
て
い
な
い
。

Y
e
a
r
b
o
o
k
,
 vol. 
II, 
p
p
.
 

3
5
0ー
ー

351.
車
ず
牢
今
て
の
他
に
つ
い
て
は
前
述
。

Ibid., 
p. 
351. 

A
p
p
l
i
c
a
t
i
o
n
 
N
o
.
 1
2
1
1
/
6
1
,
 
X
 ag
a
i
n
s
t
 
t
h
e
 
N
e
t
h
e
r
l
a
n
d
s
,
 
D
e
c
i
s
i
o
n
 o
f
 4
t
h
 
O
c
t
o
b
e
r
 1962, 
Y
e
a
r
b
o
o
k
,
 vol. 
V
,
 pp. 2
2
4ー

2
2
9

A
p
p
l
i
c
a
t
i
o
n
 
N
o
.
 1
9
9
4
/
6
1
,
 
X
 ag
a
i
n
s
t
 
t
h
e
 
N
e
t
h
e
r
l
a
n
d
s
,
 
D
e
c
i
s
i
o
n
 o
f
 4
t
h
 
O
c
t
o
b
e
r
 1962, 
Y
e
a
r
b
o
o
k
,
 vol•V, 

pp. 2
1
4ー

2
2
2

R
e
q
u
e
t
e
 N
o
.
 2
8
9
/
 57, 
X
 co
n
t
r
e
 
R. F. A., 
D
e
c
i
s
i
o
n
 r
e
n
d
u
e
 le 
6
 s
e
p
t
e
m
b
r
e
 1957, 
Y
e
a
r
b
o
o
k
,
 vol. 
I, 
p. 
1
4
9
 

Y
e
a
r
b
o
o
k
,
 vol. 
V
,
 p. 
2
2
6
 

Ibid., 
p. 
2
2
8
 

（
国
内
的
救
済
原
則
不
適
用
と
な
る
）
か
か
る
特
別
の
事
情
で
あ
る
と
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る
。
こ
の
こ
と
は
一
体
何
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

挙
証
責
任
等
残
る
問
題
も
多
多
あ
る
が
こ
う
し
て
一
応
の
分
析
を
終
え
て
み
る
と
、
人
権
条
約
二
六
条
が
ま
る
で
「
権
利
を
守
る
た

め
に
自
己
が
当
事
者
と
な
っ
て
開
始
し
た
国
内
裁
判
に
お
い
て
満
足
で
き
る
決
定
を
得
る
よ
う
自
ら
努
力
し
、
そ
の
た
め
に
不
可
欠
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
手
段
は
す
べ
て
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
徹
底
的
に
利
用
せ
よ
、
然
る
後
な
お
満
足
な
結
果
を
得
ら
れ
な
い
の
で
あ
れ

ば
、
国
際
機
関
で
あ
る
人
権
委
員
会
で
調
査
し
審
理
を
行
な
お
う
」
と
で
も
言
っ
て
い
る
か
の
印
象
を
受
け
る
。
し
か
も
は
じ
め
に
述

①
 

べ
た
よ
う
に
、
六
三
年
末
ま
で
に
決
定
の
下
さ
れ
た
約
一
六

0
0
の
申
立
の
う
ち
半
数
以
上
が
条
約
二
六
条
に
よ
っ
て
却
下
さ
れ
て
い

そ
も
そ
も
一
般
国
際
法
上
国
内
的
救
済
原
則
と
い
う
の
は
、

を
受
け
た
場
合
、
当
該
国
家
の
法
制
度
の
中
に
裁
判
等
の
救
済
手
段
が
外
国
私
人
に
開
か
れ
て
い
る
か
ぎ
り
、

私
人
の
本
国
た
る
国
家
は
外
交
的
保
護
権
を
発
動
し
え
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
領
域
国
の
主
権
を
尊
重
し
つ
つ
、
外
国
私
人
と

国
家
と
の
紛
争
が
私
人
の
本
国
た
る
国
家
と
当
該
国
家
と
の
間
の
国
際
紛
争
に
転
化
、
拡
大
す
る
こ
と
を
未
然
に
防
止
し
う
る
機
能
を

R ⑤ 

1
 bi
d
.
,
 
p. 
2
1
6
 

I
b
i
d
.
,
 

u. 
2
2
2
 

四、

ア
ン
ス
チ
チ
ュ
の
決
議
の
い
う
よ
う
に
、
外
国
私
人
が
国
家
よ
り
損
害

|
—
結
び
に
か
え
て
l

国
内
的
救
済
原
則
導
入
の
意
義

そ
れ
を
尽
く
す
ま
で
は
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ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
と
国
内
的
救
済
原
則

R
 

果
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
人
権
委
員
会
は
こ
の
一
般
国
際
法
上
の
国
内
的
救
済
原
則
と
人
権
条
約
二
六
条
と
の
関
係
を
ど
の

よ
う
に
み
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
次
の
よ
う
に
い
う
。
人
権
委
員
会
は
一
般
に
承
認
さ
れ
た
国
際
法
諸
原
則
に
従
っ
て
、
あ
る
特
定
の

救
済
が
尽
く
さ
れ
て
い
る
べ
告
で
あ
っ
た
か
否
か
の
問
題
に
決
定
を
下
す
の
で
あ
り

(
R
e
q
u
e
t
e
N
o
.
 2
2
2
`
[
5
6
)

、

内
的
救
済
原
則
は
、
被
告
国
家
が
先
ず
自
国
の
国
内
法
制
度
の
中
で
、
自
ら
の
手
段
に
よ
っ
て
、
個
人
に
な
さ
れ
た
と
申
し
立
て
ら
れ

プ
リ
ン
ゾ
プ
ル

て
い
る
損
害
を
救
済
す
る
機
会
を
持
つ
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
原
理
に
基
い
て
お
り
（
イ
ン
タ
ハ
ン
デ
ル
事
件
）
、

原
則
の
基
礎
と
な
る
原
理
及
び
同
原
則
を
一
般
国
際
法
に
導
入
し
た
考
慮
は
、
外
国
人
だ
け
で
な
く
自
国
民
に
も
保
護
の
手
を
差
し
の

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

べ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
と
い
う
国
際
的
な
保
護
の
制
度
に
は
、
よ
り
一
層
強
く
当
て
は
ま
る
の
で
あ
る

(Application
N
o
.
 7
8
8
 

/
6
0
.

オ
ー
ス
ト
リ
ー
対
イ
タ
リ
ア
）
と
。

一
般
国
際
法
上
は
外
交
的
保
護
権
を
行
使
す
る
た
め
の
先
行
条
件
で
あ
る

そ
し
て
、

こ
の
国

こ
の
こ
と
か
ら
同
原
則
導
入
の
目
的
は
お
の
づ
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
が
、
更
に
相
違
す
る
点

と
し
て
次
の
こ
と
に
も
注
目
し
た
い
。
即
ち
、
人
権
委
員
会
に
申
し
立
て
る
の
は
個
人
自
身
で
あ
り
、
国
家
の
申
立
の
場
合
も
外
交
的

R
 

保
護
権
と
は
切
り
離
さ
れ
て
い
る
の
で
（
オ
ー
ス
ト
リ
ー
対
イ
タ
リ
ア
の
事
件
参
照
）
、

よ
う
に
外
交
的
保
護
権
の
行
使
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
人
権
委
員
会
、
人
権
裁
判
所
と
い
う
国
際
機
関
に
委
ね
ら
れ
て
い

る
こ
と
で
あ
り
、
従
っ
て
ま
た
、
国
内
的
救
済
の
完
了
も
、

が
、
人
権
条
約
上
は
、
個
人
も
し
く
は
国
家
が
国
際
機
関
に
申
し
立
て
る
た
め
の
先
行
条
件
と
し
て
作
用
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
を
め
ぐ
ら
せ
ば
、
人
権
条
約
の
中
に
国
内
的
救
済
原
則
が
導
入
さ
れ
た
の
は
、
領
域
国
の
主
権
の
尊
重
、
即
ち
、

そ
れ
ぞ
れ
の
国
家
の
法
体
系
の
独
自
性
を
守
り
な
が
ら
個
人
の
保
護
を
図
ろ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

こ
の
こ
と
は
必
要

以
上
に
詳
細
に
な
っ
た
き
ら
い
の
あ
る
レ
テ
ィ
マ
ー
ク
会
社
事
件
の
分
析
等
に
よ
っ
て
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

こ
の
よ
う

人
権
条
約
の
場
合
は
、
個
人
の
保
護
が
、
従
来
の 同
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な
形
で
の
国
内
的
救
済
原
則
の
導
入
は
、
人
権
の
国
際
的
保
護
と
国
家
主
権
の
問
題
と
い
う
難
題
を
巧
み
に
解
決
す
る
も
の
で
あ
る
と

い
い
う
る
で
あ
ろ
う
。
尚
ま
た
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
中
に
含
ま
れ
る
仲
裁
裁
判
条
項
と
の
関
連
で
国
内
的
救
済
原
原
則
が
検
討
さ
れ
て

④
 

い
る
が
、
そ
の
観
点
か
ら
も
、
こ
の
人
権
条
約
へ
の
同
原
則
の
導
入
と
い
う
の
は
、
興
味
深
い
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

①
一
九
六
四
年
末
ま
で
で
は
、
合
計
一
八
七
一
件
に
決
定
が
下
さ
れ
、
一
七
八

0
件
が

d
e
p
i
aミ
0

に
、
五
五
件
が
被
告
政
府
に
通
告
さ
れ
た
の
ち

に
、
却
下
さ
れ
た
。
三
六
件
が
許
容
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
。
尚
、
八
六
件
が
取
り
下
げ
ら
れ
、
約
五

0
0件
が
審
理
中
で
あ
る
。

cf•F. 

M
o
n
c
o
n
d
u
i
t
,
 
op. 
cit., 
p. 
2
6
1
 

②
太
寿
堂
、
前
掲
論
文
、
七
一
ー
七
二
頁
参
照
。

R
前
掲
拙
稿
（
上
）
、
九
八
頁
参
照
。

④

Cf. 
S. 
M
.
 S
c
h
w
e
b
e
l
 a
n
d
 J
.
 

G. W
e
t
t
e
r
,
 
A
r
b
i
t
r
a
t
i
o
n
 
a
n
d
 t
h
e
 
E
x
h
a
u
s
t
i
o
n
 
of 
L
o
c
a
l
 
R
e
m
e
d
i
e
s
,
 
A
J
I
L
.
,
 
V
o
l
.
 
6
0
 
(July 

1
9
6
6
)
,
 
pp. 
484ー

5
0
1
.

ー
あ
と
が
き
|
_

「
不
十
分
」
と
い
う
適
用
除
外
迎
由
に
関
し
て
、
ケ
ー
ス
の
分
析
、
論
究
と
も
に
ま
さ
に
不
十
分
で
あ
る
が
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
尚
、
拙
稿

「
ョ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
委
員
会
の
活
動
と
そ
の
性
格
」
（
上
）
（
下
）
の
中
の
「
遡
及
」
と
か
「
及
び
」
の
「
及
」
が
「
又
」
に
な
っ
て
い
る
類
の
誤
植

は
さ
て
お
き
、
大
き
な
誤
植
を
訂
正
し
て
お
き
た
い
。
（
上

)
1
0
0頁
後
五
行
「
二
五
条
」

l
「
二
六
条
」
。
（
下
）
八
八
頁
前
三
行
、
「
物
的

無
管
轄
」
の
あ
と
に
「
人
的
無
管
轄
」
を
挿
入
。
同
頁
後
四
行
「
条
約
一
項
」

l
「
条
約
二
七
条
一
項
」
。
八
九
頁
前
六
行
「
二
八
条
」

l
「-―

七
条
」

（
一
九
六
七
年
一
月
一

0
日）
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